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業
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ニ
入
英
図
々
際
私
法
に
於
げ
る
反
致
理
論
一
円
白
戸司
本
英
夫
目
次
一、緒
一
同
二
、
反
致
の
概
念
二
、
反
致
に
関
す
る
英
国
の
剣
例
四
、
反
致
に
関
す
る
英
国
々
際
私
法
卒
者
の
見
解
五
、
反
致
ご
英
図
々
際
私
決
所
謂
世
界
私
注
巧
岳
1
5門
誌
の
互
の
成
立
せ
ざ
る
限
り
各
国
の
私
治
郎
ち
各
闘
の
民
法
商
法
の
規
定
が
其
の
内
容
を
異
じ
す
る
は
巳
む
を
待
ゴ
る
所
で
あ
っ
て
惑
に
図
際
私
法
存
立
の
理
由
が
あ
る
。
国
よ
り
各
図
の
私
法
が
全
く
一
致
す
る
に
至
つ
で
も
狛
ほ
各
種
の
渉
外
的
私
法
関
係
に
お
し
何
れ
の
闘
の
私
法
を
如
何
な
る
程
度
に
於
て
趨
用
す
可
き
や
印
も
之
を
何
れ
の
闘
の
立
法
管
轄
に
麗
せ
し
な
る
や
さ
云
ふ
問
題
は
依
然
残
る
誇
で
は
あ
る
が
、
斯
る
場
会
に
は
何
れ
の
図
の
私
法
を
通
用
す
る
も
質
質
上
其
の
結
果
は
同
じ
事
ぜ
な
る
の
で
あ
る
か
ら
図
際
私
法
存
立
の
債
値
は
其
φ
大
竿
を
失
ふ
こ
ご
〉
な
る
の
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
歴
史
法
卒
採
の
鼻
組
サ
ピ
ニ
ー
も
一
エ
ヘ
る
が
如
く
ハ
註
ご
現
在
は
過
去
さ
不
可
分
関
係
に
在
る
も
の
な
る
結
果
ざ
し
て
各
国
の
法
律
に
は
其
の
園
民
性
が
あ
ら
は
れ
其
の
文
化
成
態
が
反
映
き
る
¥
A
事
は
否
定
す
る
を
待
ゴ
る
事
買
で
あ
る
つ
従
て
現
時
の
如
く
図
際
交
通
の
後
建
せ
る
時
代
に
至
つ
で
も
各
図
の
歴
史
人
情
風
俗
慣
習
等
が
会
く
融
和
し
、
文
化
程
度
が
同
一
、p
~ 
な
ら
，
さ
る
限
b
各
国
私
泌
の
完
全
な
る
一
致
統
の
不
能
な
る
可
き
は
猶
ほ
エ
只
ペ
ラ
シ
ト
が
高
圏
諸
ε
し
て
各
国
語
に
代
る
の
一
時
期
が
来
な
い
で
あ
ら
う
さ
同
様
で
あ
る
。
最
も
統
一
に
容
易
な
る
可
き
手
形
に
付
て
す
ら
未
だ
厳
密
な
る
意
義
に
於
け
る
世
界
的
統
一
治
は
成
立
す
る
に
至
っ
て
居
な
い
。
一
九
一
二
年
統
一
忽
替
手
形
約
束
手
形
注
の
成
立
を
見
た
の
で
は
あ
る
が
英
米
井
我
図
は
之
に
加
盟
し
て
居
な
い
で
は
な
い
か
。
一
図
固
有
の
一
肱
舎
粗
織
ご
密
接
な
る
関
係
に
在
る
親
族
法
相
続
制
法
等
の
統
一
の
困
難
な
る
事
は
亦
推
し
て
知
る
可
き
で
あ
ら
う
。
各
国
私
法
の
全
部
的
一
致
が
不
能
で
あ
る
限
b
i
l
l
-
砂
く
さ
も
世
界
的
統
一
法
の
成
立
英
国
々
際
忍
法
に
於
げ
る
反
致
理
論
ニ
九
一
時
栄
吉
経
済
O 
せ
ぎ
る
範
固
に
於
て
は
、
蛍
事
者
の
図
籍
関
係
、
住
所
地
関
係
、
居
所
地
関
係
、
行
結
局
地
関
係
、
目
的
物
の
所
在
地
関
係
、
注
律
事
買
の
後
生
地
関
係
、
訴
訟
地
関
係
等
に
基
づ
き
生
す
る
各
種
の
渉
外
的
私
法
関
係
に
趨
用
せ
ら
る
可
き
注
律
は
た
・
ャ
図
際
私
注
の
原
則
に
按
b
之
を
求
h
u
る
の
外
は
な
い
の
で
あ
る
。
而
も
図
際
私
注
は
今
日
猶
ほ
未
熟
の
範
囲
を
股
せ
ぎ
る
治
体
で
糸
ω
4
h
v
。
北
〈
の
本
質
が
図
際
訟
な
り
や
図
内
訟
な
り
や
の
根
本
問
題
に
就
き
で
す
ら
議
論
の
分
る
¥
A
欣
態
で
あ
る
。
チ
1
-プ
Y
7
y
(
詰
ニ
〉
は
現
今
統
一
的
閥
際
私
法
な
る
も
の
存
せ
宇
反
b
て
現
行
法
律
の
数
丈
夫
れ
だ
け
多
く
の
図
際
私
法
存
す
ご
逃
ぺ
て
居
る
が
、
彼
の
言
葉
は
仮
A
7
…
誇
張
に
過
ぐ
る
さ
し
て
も
各
図
々
際
私
法
問
に
内
容
的
に
一
致
せ
ざ
る
黙
の
存
す
る
事
は
之
を
否
、
ひ
か
け
」
得
.
ざ
る
所
で
あ
っ
て
殊
に
此
の
差
異
は
人
事
の
準
採
法
ご
し
て
英
米
の
図
際
私
法
が
住
所
地
法
を
採
用
せ
る
に
謝
し
欧
洲
大
陸
諸
国
弁
じ
日
本
が
本
図
法
主
義
に
絞
れ
る
の
結
に
於
て
著
し
い
の
で
あ
る
。
缶
一
ニ
)
ク
エ
ス
ト
レ
1
キ
ハ
詑
四
〉
は
柏
街
突
せ
る
各
図
寅
安
法
規
問
の
差
異
に
加
ふ
る
に
此
の
衝
突
を
解
決
す
可
き
各
図
注
規
問
じ
更
に
相
違
の
黙
を
生
予
る
時
は
図
際
私
法
の
困
難
は
容
す
る
に
僚
が
あ
ら
う
ご
一
立
回
っ
て
居
る
が
現
時
の
図
際
私
漆
は
正
に
此
困
難
な
る
負
擦
を
も
諜
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
各
国
私
注
の
衝
突
ケ
解
決
す
可
き
各
国
々
際
私
法
問
に
も
亦
衝
突
あ
る
結
果
ご
し
て
同
一
事
件
じ
て
も
甲
図
裁
剣
所
に
出
訴
す
る
時
は
原
告
の
勝
訴
三
な
b
乙
図
裁
剣
所
に
出
訴
す
る
さ
き
は
被
告
の
勝
訴
さ
な
る
が
如
き
結
果
ケ
も
生
じ
得
る
の
で
あ
る
。
卑
近
な
例
を
採
っ
て
見
る
な
ら
ば
、
人
の
知
る
如
く
一
般
行
匁
能
力
の
標
準
た
る
成
年
々
齢
に
付
て
は
各
図
共
の
規
定
を
異
に
し
て
居
る
。
日
本
は
瑞
西
ご
共
に
漏
二
十
歳
、
英
吉
利
北
米
合
血
熱
闘
偽
関
西
狛
逸
伊
太
利
露
西
亜
白
耳
義
瑞
典
諾
威
等
は
溺
二
十
一
歳
、
ァ
Y
ゼ
シ
チ
Y
は
満
二
十
二
歳
、
西
班
牙
は
泊
二
十
三
歳
、
旬
牙
利
填
太
利
は
満
二
十
四
歳
、
丁
抹
智
利
等
は
満
二
十
五
歳
、
而
し
て
行
免
能
力
の
準
波
法
ご
し
て
は
欧
洲
大
陸
諸
国
井
我
図
等
が
蛍
時
者
の
本
図
泌
を
採
用
せ
る
に
お
し
英
米
弁
土
耳
古
の
如
き
は
満
十
六
歳
ケ
以
て
成
年
々
齢
ざ
し
て
居
る
丁
抹
等
は
山
首
事
者
の
住
所
地
決
に
，
振
る
可
き
も
の
さ
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
故
に
今
般
じ
日
本
に
住
所
を
有
す
る
満
二
十
歳
の
英
図
人
〈
若
く
は
満
二
十
四
歳
の
丁
抹
人
)
の
行
ゑ
能
力
含
決
定
す
る
必
要
を
生
じ
た
る
場
合
に
お
い
て
、
若
し
此
の
事
件
が
英
図
裁
剣
所
(
若
ぐ
は
丁
抹
裁
剣
所
)
に
繋
属
す
る
時
は
英
国
々
際
私
法
(
若
く
は
丁
抹
閥
際
私
注
)
は
上
述
せ
る
如
く
住
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
旬
、
所
地
法
主
義
に
按
れ
る
結
果
ざ
し
て
特
別
の
例
外
規
定
な
き
限
り
蛍
事
者
の
住
所
地
た
る
日
本
の
法
律
に
従
ひ
成
年
者
印
も
能
力
者
さ
決
定
せ
ら
る
可
き
に
拘
は
ら
や
J
若
し
本
件
が
日
本
の
裁
剣
所
に
繋
属
す
る
時
は
日
本
図
際
私
法
は
本
国
治
主
義
を
採
用
せ
る
結
果
さ
し
英
国
々
際
忍
訟
に
於
げ
る
反
致
理
論
商
業
さ
経
済
て
特
別
の
例
外
規
定
な
き
限
hJ
蛍
事
者
の
本
因
法
た
る
英
図
注
(
若
く
は
丁
抹
法
)
の
定
む
る
所
に
従
ひ
未
成
年
者
印
ち
無
能
力
者
さ
決
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
芯
な
る
の
で
あ
る
。
新
の
如
く
訴
訟
繋
属
国
の
如
何
に
図
、
り
て
対
決
を
異
に
す
る
様
で
は
営
然
図
際
交
遊
上
の
秩
序
は
奈
乱
せ
ら
れ
ゴ
る
を
得
な
い
。
滋
に
於
て
か
此
の
園
際
交
遮
上
の
秩
序
奈
飢
を
救
済
す
可
く
提
唱
さ
れ
来
っ
た
も
の
が
則
ち
反
致
理
論
で
あ
っ
て
各
図
々
際
私
法
上
の
諸
原
則
が
全
く
一
致
す
る
に
至
ら
ゴ
る
限
り
重
要
な
る
債
依
を
有
す
る
も
の
さ
認
め
ら
れ
て
居
る
。
反
致
問
題
却
も
他
国
々
際
私
法
規
定
の
反
致
を
認
む
可
き
や
否
や
又
之
を
認
な
可
し
ご
す
る
も
如
何
な
る
程
度
に
於
て
之
を
認
む
可
き
や
の
黙
に
就
て
は
今
日
猶
ほ
準
設
紛
々
た
る
有
様
で
あ
る
。
(
註
玉
〉
併
し
乍
ら
其
議
論
の
是
非
如
何
に
拘
は
ら
子
我
図
井
濁
逸
等
に
於
て
は
明
文
上
此
問
題
は
解
決
さ
れ
て
居
る
。
印
ち
日
本
に
於
て
は
法
例
第
二
十
九
傑
に
「
蛍
事
者
ノ
本
国
法
ニ
依
Y
ヘ
キ
場
合
ニ
於
-
ア
其
図
ノ
法
律
一
一
従
ヒ
日
本
ノ
法
律
ニ
依
Y
ヘ
キ
ト
キ
の
日
本
ノ
注
律
ニ
依
ご
ざ
の
規
定
が
あ
り
、
又
濁
逸
に
於
て
は
民
治
施
行
法
第
二
十
七
僚
に
「
本
法
第
七
俊
一
項
第
十
三
俊
一
項
第
十
五
俊
二
項
第
十
七
俊
一
項
及
第
二
十
五
俊
一
一
依
y
準
撲
九
へ
キ
外
図
法
ニ
依
v
ρ
猪
逸
ノ
法
律
ヲ
趨
用
ス
ヘ
キ
ト
キ
ρ
濁
逸
ノ
訟
律
-
一
依
ご
ざ
の
規
定
が
あ
っ
て
何
れ
も
反
致
を
肯
定
す
る
さ
共
に
其
肯
定
す
可
き
程
皮
を
明
に
し
て
居
る
。
上
過
濁
逸
民
法
施
行
法
第
七
俊
一
項
は
治
律
行
ゑ
能
力
の
準
波
法
、
第
十
一
ニ
係
一
項
は
婚
姻
の
準
践
法
.
第
十
五
俊
二
項
は
夫
婦
財
産
契
約
の
準
挨
法
、
第
十
七
俊
一
項
は
離
婚
の
準
波
法
.
第
二
十
五
僚
は
相
績
の
準
按
法
を
各
規
定
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
所
謂
不
文
法
図
た
る
菜
園
治
の
本
問
題
じ
謝
す
る
態
度
は
極
め
て
不
明
瞭
た
る
を
免
れ
ぬ
が
放
に
滋
に
之
を
検
討
す
る
の
必
要
さ
債
値
さ
営
見
出
す
の
で
あ
る
。
本
篇
の
目
的
は
主
乏
し
て
英
図
法
ご
反
致
問
題
さ
の
関
係
を
観
ん
さ
す
る
に
在
る
。
反
致
理
論
は
理
論
上
到
底
之
を
容
認
す
る
を
得
ゴ
る
も
の
ご
筆
者
は
固
く
信
宇
る
の
で
は
あ
る
が
此
の
結
に
関
す
る
詳
論
は
本
篇
の
目
的
外
に
置
か
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
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:
m盟み
J~
さ
議
~
!
2
~
判
。
~
や
i式
総
Q
占
遅
々
~
~
思
!
2
.
.
.
)
い
組
会
.
Q
.
出
口
.
u
i
~
O
 
ヤ
'
窓
岐
Q
t
s
s
t
E
塁
~
G
鮮
総
裁
判
.
.
.
.
)
\
-
-
J
f
f
i
-
国
々
霊
堂
誕
~
~
ト
J
圏
G
~
定ま
み
1
~
~
時
キ
J
t(l 
!.2 
乙
図
々
際
私
訟
は
斯
る
問
題
は
反
っ
て
甲
図
法
に
ゆ
採
る
可
き
も
の
さ
す
る
場
合
が
あ
る
。
(
誌
ム
ハ
〉
例
之
.
英
図
裁
剣
所
に
於
て
、
婚
姻
の
蛍
時
伊
太
利
に
住
所
を
有
し
て
居
た
英
国
人
男
女
の
婚
姻
資
格
を
決
定
す
可
き
必
要
を
生
じ
た
b
さ
す
れ
ば
、
法
廷
地
法
H
b
k
pュ
た
る
英
国
々
際
芯
訟
は
此
問
題
の
準
披
法
ざ
し
て
は
嘗
事
者
婚
姻
蛍
時
の
住
所
地
法
H
K
O
K
(
目。乏のロロ
た
る
伊
太
利
法
を
指
定
し
(
(
]
)
円
。
ヨ
〉
庄
小
川
2
円
。
町
任
。
F
J〈
C
町
何
回
M
m
l
]
山
口
〔
】
dr
ぐ一己
H
R
P
R
H
H
R
S
己戸。。。ロ巴の門
C
ご
5
3・
ω
丘
・
℃
・
0
G
H
山
野
一
照
)
而
も
伊
太
利
の
図
際
私
治
的
規
定
た
る
民
治
(
の
。
ao
丘
三
]
ぬ
)
第
百
二
僚
は
斯
る
問
題
は
反
っ
て
蛍
事
者
の
本
因
注
T
K
宮
?
円
H
P
O
た
る
英
国
法
に
擦
る
可
き
旨
を
定
め
て
居
る
の
で
あ
る
。
伊
太
利
民
法
第
五
章
第
二
節
第
五
十
五
僚
に
依
れ
ば
男
は
漏
十
入
歳
女
は
満
十
五
歳
に
達
せ
ざ
れ
ば
婚
姻
を
匁
す
事
を
符
5
る
に
反
し
(
∞
の
]
回
目
見
R
ー
さ
宣
言
M
P
E
J
己
片
巴
百
三
回
口
2
5
M
m
E
E
門
R
E
F
s
-
g
〈
2
7
F・口
HWS牛・
Z
R
r
a
ddrι
・
巴
5
の]同山
225mω
足。
r
z
ι
・。一口
N
O
F
g
m
g
p
F
S
・∞・
8
多
照
)
英
闘
に
於
て
は
並
日
遜
法
上
男
は
満
十
四
歳
女
は
満
十
二
歳
?
以
て
婚
姻
趨
齢
ご
し
て
居
る
。
(
ロ
C
C
〈一
o
p
r巧
口
付
民
0
5
q・
HNZ]のよ
ω
己
・
〈
。
-
-
ロ
・
℃
・
ω
c
c
∞
多
照
)
若
し
嘗
事
者
に
し
て
婚
姻
の
嘗
時
男
は
満
十
四
歳
乃
豆
満
十
七
歳
女
は
溺
十
二
歳
乃
至
満
十
四
歳
で
あ
っ
た
ご
す
る
な
ら
ば
其
婚
姻
の
有
致
無
放
の
問
題
は
之
eT
英
国
普
通
法
に
依
b
て
決
す
可
き
や
伊
太
利
民
治
五
十
五
僚
じ
践
る
可
き
ゃ
に
従
英
図
々
際
犯
法
に
於
げ
る
反
致
理
論
一五
商
栄
之
経
沼
-'-
ノ、
っ
て
正
反
劉
の
結
論
に
到
達
す
る
の
で
あ
る
。
問
、
特
定
の
法
律
関
係
の
準
技
法
ざ
し
て
甲
図
々
際
私
訟
は
乙
闘
の
法
律
を
指
定
せ
る
に
乙
図
々
際
私
法
は
丙
図
法
令
』
以
て
主
(
準
挨
法
三
定
む
る
場
合
が
あ
る
。
(
詰
七
〉
若
し
上
越
(
イ
)
に
於
け
る
婚
姻
資
格
に
閲
す
る
問
題
を
日
本
に
於
て
剣
決
す
可
き
時
は
我
法
例
第
十
三
伎
は
其
の
準
波
法
ご
し
て
営
事
者
の
本
因
法
た
る
英
国
泌
を
指
定
し
而
も
前
阪
の
如
く
英
図
治
は
之
を
伊
太
利
法
に
送
致
す
る
の
で
あ
る
。
八
、
特
定
の
法
律
関
係
の
準
挨
法
ざ
し
て
甲
図
々
際
私
法
は
乙
闘
の
注
律
を
指
定
し
、
乙
図
図
際
弘
法
は
之
を
丙
図
治
に
送
致
し
而
も
丙
図
々
際
私
法
は
其
準
採
法
ご
し
て
甲
図
法
を
指
定
す
る
場
合
が
あ
る
。
〈
詰
八
〉
例
之
、
英
図
に
住
所
を
有
す
る
ア
Y
ゼ
シ
チ
シ
人
が
伊
太
利
に
不
動
産
を
泣
し
て
死
巳
し
た
る
場
合
に
、
伊
太
利
裁
剣
所
が
其
不
動
産
の
相
続
問
題
を
解
決
す
可
き
必
要
に
治
}
ら
れ
た
り
ご
す
れ
ば
、
法
廷
地
法
た
る
伊
太
利
図
際
私
注
(
の
包
一
。
。
巳
丘
一
o
w
m
∞
)
は
此
の
事
件
の
準
採
泌
さ
し
て
は
被
相
続
人
の
本
図
決
た
る
ア
Y
ゼ
シ
チ
シ
法
を
指
定
し
、
ァ
Y
ゼ
シ
チ
シ
図
際
私
法
(
Q
L一向。
。一ぐ円一
M
m
ω
ω
∞ω)
は
之
な
死
者
の
死
む
の
蛍
時
に
有
し
た
る
住
所
地
法
た
る
英
図
法
に
送
致
し
、
而
も
英
図
々
際
私
法
は
不
動
産
所
在
地
治
F
O
K
ω
一
円
5
た
る
伊
太
利
治
に
送
致
す
る
の
で
あ
る
。
(
口
一
の
の
お
ω
え
・
℃
・
印
恥
ω
良
一
照
)
上
述
ヘ
イ
)
(
ロ
)
(
川
の
加
さ
場
合
に
於
て
、
訴
訟
の
紫
底
せ
る
甲
図
裁
剣
所
は
乙
図
々
際
な
法
若
く
は
乙
国
井
丙
図
々
際
私
治
の
送
致
(
問
。
庁
g
s
〈
2
5日
ωgm)
を
認
め
て
其
指
定
す
る
準
按
注
に
よ
b
剣
決
す
可
き
も
の
ご
す
る
の
が
則
も
反
致
理
論
Hwg〈。
-
d
H
O
R目。
さ
務
せ
ら
る
〉
も
の
な
の
で
あ
る
G
反
致
問
。
ロ
〈
C
F
問。
B
E
T
S
S
H
W
A
M
o
r
5
2仏
語
口
刊
に
底
狭
ニ
義
が
あ
る
。
庚
義
に
於
て
は
他
図
の
(
ロ
)
の
例
に
於
り
る
が
如
〈
一
切
の
場
合
印
も
上
掲
内
閣
治
川
ハ
パ
ベ
外
国
法
の
形
を
採
る
場
合
の
み
な
ら
十
内
図
法
・
!
l
v
第
一
外
図
絵
!
↓
第
二
外
図
法
国
際
私
法
的
規
定
の
送
致
を
是
認
す
る
(
イ
)
の
例
に
於
け
る
が
如
く
(
こ
の
例
に
於
け
る
が
如
く
内
図
法
f↓ 
第第
一←
外外
国図
法治
の
形
に
於
て
表
示
せ
ら
る
〉
場
合
診
も
包
合
す
る
観
念
で
あ
る
が
狭
義
に
於
て
は
(
イ
)
の
場
合
の
み
を
指
示
す
る
に
用
ひ
(
ロ
)
の
場
合
は
再
致
巧
巳
円
。
2
2
5
一ωgm.
ご
和
せ
ら
れ
て
居
る
。
(
こ
は
則
も
狭
義
の
反
致
さ
再
致
さ
が
併
存
す
る
場
合
な
の
で
あ
る
。
以
下
ぺ
1
ト
ハ
詰
九
)
の
掲
げ
た
る
反
致
問
題
に
鰯
れ
た
る
数
個
の
剣
例
を
引
用
し
て
此
の
英
図
々
際
忍
訟
に
於
げ
る
反
政
理
論
七
商
業
さ
経
済
一八
観
念
の
補
足
的
説
明
に
資
す
る
。
1
、
偽
蘭
西
デ
ュ
ー
エ
I
桧
訴
院
一
入
九
九
年
剣
例
事
賃
英
図
ノ
ッ
チ
ン
が
ム
・
の
産
7
8
1
H
〉
E
q
ω
O
D
は
婚
姻
解
消
後
一
入
五
二
年
偽
関
西
に
住
所
を
設
定
し
一
入
六
一
年
偽
蘭
西
に
於
て
同
園
婦
人
さ
再
婚
し
.
一
入
九
三
年
妻
及
び
前
後
雨
婚
姻
に
因
る
子
息
会
遺
し
て
死
巳
し
た
。
一
入
入
三
年
彼
が
偽
周
治
の
定
む
る
方
式
に
従
ひ
作
成
し
た
る
遺
言
書
に
よ
れ
ば
未
己
人
が
一
切
の
財
産
の
相
続
者
さ
指
定
さ
れ
て
居
る
が
此
の
遺
言
書
に
よ
る
財
産
彪
分
に
就
き
訴
諮
が
提
起
さ
れ
た
の
で
あ
る
ロ
剣
決
要
旨
ア
シ
グ
I
y
y
の
泣
産
中
偽
関
西
に
逸
さ
れ
た
る
動
産
に
関
し
‘
裁
剣
所
は
mw
右
勤
産
の
相
続
問
題
は
死
者
の
本
因
治
郎
ち
英
国
治
の
管
轄
に
属
す
可
き
事
。
mw
而
も
英
図
々
際
私
治
に
よ
れ
ば
斯
る
問
題
は
反
っ
て
死
者
の
住
所
地
法
印
ち
偽
蘭
商
法
の
管
轄
に
一
属
す
可
き
も
の
な
る
事
。
ef
認
め
、
此
英
図
治
の
反
致
に
従
ひ
本
件
に
偽
関
西
貿
質
法
を
趨
用
し
て
剣
決
し
た
の
で
あ
る
。
其
結
果
ざ
し
て
此
未
己
人
に
謝
す
る
泣
倫
相
は
偽
関
西
民
法
上
其
子
息
に
よ
り
否
認
せ
ら
る
K
A
に
至
っ
た
。
若
し
本
件
に
就
き
英
閣
法
の
反
致
を
認
め
予
備
に
英
国
の
安
質
治
を
泡
用
す
可
き
も
の
ご
剣
定
せ
ら
れ
た
な
ら
ば
蛍
然
ア
シ
グ
I
y
y
の
遺
言
書
は
有
数
三
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
(
】
O
C
B
と
の
E
ロo
J
同∞
c
m
J
℃
・
∞
ω印
)
2
、
偽
蘭
西
デ
イ
ペ
民
事
裁
剣
所
一
入
九
六
年
剣
例
事
寅
甲
夫
人
は
英
夫
乙
に
濁
す
る
離
婚
の
訴
守
本
裁
剣
所
に
提
起
し
た
の
で
あ
る
が
彼
女
の
主
張
す
る
所
に
依
れ
ば
彼
等
夫
妻
は
英
国
に
図
籍
含
有
す
る
が
英
の
住
所
は
偽
蘭
西
に
在
っ
た
。
而
し
て
甲
は
英
図
法
上
離
婚
の
原
因
企
見
出
す
を
得
な
か
っ
た
の
で
働
関
西
法
上
認
め
ら
る
、
離
婚
の
原
因
に
よ
っ
て
離
婚
剣
決
あ
ら
ん
事
ケ
請
求
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
剣
決
要
旨
彼
女
の
訴
訟
代
理
人
は
ゆ
離
婚
は
本
図
漆
に
擦
る
可
き
で
あ
る
が
何
本
件
に
於
け
る
本
閣
法
た
る
英
国
治
に
よ
れ
ば
離
婚
事
件
は
住
所
地
法
に
よ
る
可
き
事
ざ
な
っ
て
居
る
。
却
も
英
国
法
は
之
を
偽
蘭
西
、
法
に
反
致
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
古文
に
偽
関
西
裁
剣
所
は
此
の
反
致
会
認
め
て
偽
関
西
質
賃
法
を
適
用
し
て
本
件
を
解
決
す
可
き
で
あ
る
さ
論
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
然
る
に
裁
剣
所
は
此
の
問
題
に
就
き
英
国
法
の
反
致
を
認
む
る
事
含
拒
否
し
た
の
で
あ
る
が
其
の
理
由
さ
す
る
所
は
次
の
結
に
在
る
。
印
ち
側
関
西
の
立
法
者
は
本
国
法
英
国
々
際
忍
訟
に
於
げ
あ
瓦
致
担
論
九
商
業
主
経
済
四
O 
の
指
示
に
追
従
し
て
偽
関
西
安
質
法
を
本
件
に
越
用
す
る
事
を
明
確
に
拒
絶
し
て
居
る
偽
図
裁
剣
所
が
此
の
立
法
者
の
命
令
を
無
税
し
て
英
闘
賞
将
(
法
を
遮
用
せ
ん
さ
す
る
は
理
由
な
き
事
で
あ
る
ご
謂
ふ
に
在
っ
た
。
(
』
。
ロ
2
5
-
0
5兵
z
g
u
℃・
ω
O
C
)
3
、
狗
逸
帝
国
裁
剣
所
一
入
九
二
年
剣
例
事
質
索
仙
に
住
所
。
ダ
有
す
る
一
普
魯
商
人
が
心
紳
喪
失
中
に
法
一
一
一
口
書
を
作
成
し
た
の
で
あ
る
が
共
の
遺
言
能
力
に
闘
し
訴
訟
が
提
起
さ
る
〉
じ
至
っ
た
の
で
あ
る
。
剣
決
要
旨
法
廷
地
法
ざ
し
て
の
普
魯
西
法
は
本
件
の
準
披
法
ざ
し
て
蛍
事
者
の
住
所
地
法
た
る
索
仙
泌
を
指
定
せ
る
も
索
仙
注
は
反
っ
て
之
を
営
事
者
の
本
図
法
た
る
並
日
魯
酉
治
に
反
致
し
て
居
る
が
故
に
、
帝
国
裁
剣
所
は
此
の
反
致
を
認
め
本
件
に
於
け
る
迭
さ
一
口
能
力
は
普
魯
西
質
質
治
に
採
る
可
き
も
の
さ
な
し
た
の
で
あ
る
。
(
閉
山
討
の
]
丘
町
円
円
古門
OBmH仲
・
可
-
F
m・
同
・
u
H
H
w
m・
点
。
。
)
4
、
偽
蘭
西
セ
イ
ヌ
民
事
裁
剣
所
一
入
九
三
年
剣
例
事
賞
一
入
七
六
年
実
図
人
甲
は
偽
関
西
婦
人
乙
さ
婚
姻
し
た
が
偽
関
西
に
住
所
を
有
し
居
た
る
一
入
入
入
年
に
於
て
、
妻
乙
は
巴
旦
の
一
洋
服
商
よ
b
或
ロ
仰
を
購
入
し
た
。
而
し
て
妻
乙
に
此
の
品
物
の
代
金
支
拐
の
義
務
あ
b
や
否
や
の
賂
じ
闘
し
剣
決
子
求
め
ら
る
〉
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
剣
決
要
旨
被
告
印
も
此
の
婦
人
の
訴
訟
代
理
人
は
本
件
の
準
披
法
に
就
き
て
、
法
廷
地
法
た
た
る
偽
蘭
西
決
は
蛍
事
者
の
本
図
法
た
る
英
園
、
法
に
送
致
し
、
英
図
法
は
之
ケ
営
事
者
の
住
所
地
法
た
る
偽
関
西
法
に
反
致
せ
る
が
故
に
結
局
偽
関
西
買
質
泌
が
本
件
の
準
披
治
で
あ
る
。
而
し
て
偽
関
西
質
管
(
注
じ
よ
れ
ば
此
の
婦
人
は
草
加
仰
に
債
務
や
』
負
捨
す
る
能
力
仕
有
た
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
此
代
金
支
協
の
義
務
な
し
さ
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
裁
剣
所
は
偽
図
々
際
私
治
上
偽
蘭
西
に
在
る
外
岡
人
の
行
局
能
力
に
就
き
て
は
偏
に
其
本
闘
賞
質
法
を
遜
用
す
可
き
も
の
な
hd
ご
し
て
、
英
国
々
際
私
決
の
反
致
-4T
認
む
る
事
を
拒
否
し
.
此
の
婦
人
は
其
本
図
印
も
英
閣
の
夫
人
財
産
法
(
云
g
z
tぐ
c
l
B
O
H
H
J
F
O匂
q
q
〉の
C
H
∞
∞
凶
)
じ
基
づ
き
支
挑
義
務
あ
り
さ
剣
決
し
た
の
で
あ
る
。
(』。ロロ
5
-
。一ロロ
σ♂
H
∞
ω
u
H
)・
印
ω
C
)
5
、
濁
逃
-
ブ
イ
プ
チ
ツ
ヒ
最
高
裁
剣
所
剣
例
事
買
本
件
は
川
ム
プ
Y
グ
に
於
て
提
起
せ
ら
れ
た
る
米
国
ジ
カ
ゴ
市
ぞ
支
挑
地
さ
せ
る
手
形
。
の
手
形
金
額
支
挑
請
求
訴
訟
で
あ
っ
た
が
被
告
は
時
殺
に
よ
り
其
債
務
は
英
図
々
際
忍
法
に
於
げ
る
瓦
致
担
論
四
商
業
さ
経
済
四
既
に
消
滅
ぜ
る
旨
の
抗
競
争
-
提
出
し
た
の
で
あ
る
。
剣
決
要
旨
畑
凋
逸
法
に
よ
れ
ば
時
放
の
問
題
は
履
行
地
法
印
ち
γ
カ
プ
の
法
律
に
挨
る
可
き
で
あ
る
が
ジ
カ
ゴ
の
治
体
に
よ
れ
ば
此
問
題
は
反
っ
て
法
廷
地
法
印
ち
濁
逸
の
漆
律
に
よ
る
可
き
も
の
ご
定
め
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
フ
イ
プ
チ
ヅ
ヒ
最
高
裁
剣
所
は
此
ジ
カ
プ
法
の
反
致
。
ダ
受
理
す
る
事
ケ
拒
否
し
γ
カ
プ
寅
質
治
を
本
件
に
通
用
し
た
の
で
あ
る
。
3
5
5広
門
】
。
-Qg巳
宮
内
色
。
広
円
。
昨
日
ロ
円
。
2
5
Z
O
B
r
υハ
〈
口
u
H
)
・
路
島
註
穴
、
品
の
形
は
ぺ
I
ト
の
言
へ
あ
が
如
く
(
上
掲
七
回
耳
)
ピ
ヨ
Magsu
に
も
比
す
可
く
又
ダ
イ
U
J
l
が
指
示
す
ろ
が
如
く
近
現
子
に
も
股
ぷ
ろ
事
が
出
来
ろ
ハ
ダ
イ
V
I
は
上
掲
三
股
七
七
八
瓦
に
於
て
p
g
ユ
O
吋
唱
B
o
a
r
m
uご)註】巾白。
5
8臼
m
r
Z
2
2
2日K
な
ろ
諸
島
用
ぴ
て
居
ろ
〉
甲
は
る
に
向
っ
て
サ
1
ず
し
若
〈
は
最
初
の
羽
子
鳥
打
ち
拐
げ
る
は
之
島
甲
に
怒
球
し
若
〈
は
羽
子
島
打
ち
返
し
土
器
で
あ
ろ
。
註
七
、
地
の
形
は
上
越
の
例
日
就
き
て
言
は
y
乙
が
V
V
3
グ
若
く
ぱ
沼
子
の
打
返
し
為
第
三
者
丙
日
向
つ
て
な
し
大
形
で
あ
る
。
註
λ
、
必
の
形
口
上
越
の
例
に
於
て
第
三
者
丙
が
サ
1
グ
プ
I
若
く
は
最
初
の
羽
子
守
打
ち
揚
げ
れ
者
に
が
l
u
v
若
く
は
羽
子
守
送
り
返
し
穴
場
合
に
喰
ふ
可
き
で
あ
る
。
註
弘
、
宮内
O
M
H
M
句
・
酔
1
4・
反
致
問
題
に
閲
す
る
英
図
の
剣
例
泌
を
知
ら
な
が
結
局
め
に
此
賂
に
閲
す
る
英
図
の
剣
例
を
左
に
列
挙
す
る
事
ざ
す
る
。
ハ
詰
一
O
)
ー
、
出
向
。
〈
・
2
2
5可
F
・(同∞
ωHMω
〉門出・
H
)
・
ωω)
本
件
は
偽
蘭
西
に
住
所
を
有
し
た
る
英
国
人
の
作
成
せ
る
遺
言
書
の
方
式
従
て
又
共
の
殺
カ
に
閲
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
裁
剣
所
は
遺
言
者
の
住
所
地
裁
剣
所
が
右
遺
言
者
の
殺
カ
従
て
又
之
に
基
づ
〈
動
産
庭
分
の
有
放
無
殺
を
解
決
す
可
き
も
の
な
b
ご
し
て
此
の
貼
に
謝
す
る
偽
図
裁
剣
所
の
剣
決
あ
る
迄
本
件
に
関
す
る
自
国
の
訴
訟
手
続
を
中
止
し
た
の
で
あ
る
。
印
ち
英
図
裁
剣
所
は
此
の
事
件
に
於
て
の
英
図
々
際
私
誌
上
港
一
一
一
回
全
日
は
遺
一
一
一
一
ロ
者
最
後
の
住
所
地
の
法
律
の
定
む
る
方
式
じ
従
ふ
可
き
も
の
な
る
事
例
而
も
其
の
遺
品
一
一
回
書
に
し
て
般
A
7
其
の
住
所
地
に
於
け
る
方
式
規
定
上
の
要
件
を
侠
く
も
荷
も
共
の
図
に
於
て
有
殺
さ
認
め
ら
る
可
き
も
の
な
る
以
上
は
英
図
に
於
て
も
之
を
有
放
さ
認
な
可
き
で
あ
る
ご
な
す
も
の
で
あ
っ
て
、
畢
兎
ク
エ
ス
ト
V
I
キ
の
見
た
る
如
く
(
上
掲
五
版
三
九
百
〈
)
遺
言
者
最
後
の
住
所
地
た
る
偽
関
西
図
際
私
法
上
の
規
定
を
も
顧
慮
す
可
き
も
の
さ
な
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
2
、
り
の
H
W
8
5
g了
、
・
り
o
出
OBog--(同∞
ω
∞w
同
の
ロ
ュ
・
℃
・
∞
匂
)
本
件
は
上
掲
出
ミ
の
〈
-
Z
E
E
-
r
さ
相
等
し
き
事
件
で
あ
っ
て
亦
之
さ
同
様
に
解
決
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
3
、
の
c
一
R
く・
H
W
守円高・
(
同
∞
兵
ω
2
2・勺
-gu)
本
件
は
白
耳
義
に
住
所
ぞ
宿
し
た
る
英
国
人
が
英
図
々
際
悲
法
に
於
げ
る
反
致
理
論
四
商
業
さ
.
経
済
四
四
共
の
住
所
地
法
た
る
白
耳
義
法
に
従
は
ヂ
其
の
本
因
治
た
る
英
図
法
の
定
な
る
方
式
に
従
ひ
作
成
し
た
る
遣
一
一
一
一
日
書
の
放
カ
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
白
耳
義
貸
質
法
に
よ
れ
ば
此
の
遺
言
書
は
無
殺
で
あ
り
、
英
国
寅
質
治
に
よ
る
可
き
も
の
ご
す
る
な
ら
ば
有
放
な
の
で
あ
る
。
遺
品
一
一
口
者
は
白
耳
義
に
住
所
を
有
し
て
居
る
が
此
の
住
所
は
白
耳
義
官
応
の
正
認
を
受
け
た
る
も
の
あ
ら
ゴ
る
事
及
び
白
耳
義
国
際
私
法
に
よ
れ
ば
正
認
住
所
を
有
せ
、
ざ
る
者
の
相
続
問
題
は
其
の
本
因
法
に
従
ふ
可
き
事
が
立
詮
さ
れ
、
従
っ
て
若
し
本
件
が
白
耳
義
裁
剣
所
に
繋
属
さ
れ
た
場
合
に
は
有
放
さ
剣
決
き
る
可
き
事
が
明
さ
な
っ
た
。
滋
に
於
て
裁
剣
所
-
、
英
国
)
は
本
件
に
就
い
て
法
一
一
一
一
2
4
の
住
所
地
た
る
白
耳
義
裁
剣
所
に
於
け
る
さ
同
一
の
剣
決
を
な
す
可
き
も
の
な
り
さ
の
理
由
に
基
づ
き
此
の
遺
言
書
は
有
始
以
さ
剣
決
し
た
の
で
あ
る
。
4
、
宮
巳
gω
〈
・
冨
山
]
宮
E
・(宮中
A
U
H
H
州各
0
2・H
)
・
0
ご
本
件
は
土
耳
古
久
マ
l
y
ナ
に
生
れ
且
生
涯
を
け
防
の
地
に
送
れ
る
マ
Y
タ
ユ
な
る
英
国
人
が
英
図
注
の
定
h
u
る
方
式
に
従
ひ
作
成
し
た
る
港
一
一
一
口
書
の
殺
カ
に
閲
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
英
闘
賞
質
法
に
よ
れ
ば
常
然
此
の
遺
言
書
は
有
致
た
る
可
き
で
あ
っ
た
が
其
の
住
所
地
で
あ
っ
た
土
耳
古
は
何
人
に
も
遺
言
能
力
な
認
め
な
い
、
而
も
英
図
々
際
私
法
は
遺
品
一
一
回
書
の
方
式
は
死
者
の
最
後
の
住
所
地
の
、
法
律
の
定
む
る
所
に
探
る
可
き
旨
&
命
じ
て
居
る
結
果
ご
し
て
比
の
遺
言
書
の
有
放
な
り
や
否
や
に
就
き
争
守
生
十
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る併
し
乍
ら
裁
剣
所
は
英
土
問
に
成
立
せ
る
、、、
六
俊
郎
ち
「
英
図
人
又
ρ
英
国
ニ
従
属
ス
Y
者
若
ク
川
英
図
々
渉
、
ノ
下
ニ
航
行
ス
Y
者-一
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ジ
ア
土
耳
古
ノ
阪
国
内
ニ
於
-
ア
死
己
λ
y
コ
ト
ア
ラ
勺
土
耳
古
ノ
官
虫
品
川
其
財
産
カ
何
一
入
O
九
年
の
ダ
1
グ
ネ
Y
λ
係
約
第
二
十
久人
ノV ノ
コ物
トタ
ナノV
クヤ
死不
者明
カナ
共、 y
港、ト
言、ノ
書、理
ニ、由
依、ノ
ハ下
プ、ニ
指彼
定 ノ
セ死
ノV 己
者ノ
タ際
ノv ニ二
以存
上ジ
ノ、タ
其ノV
如財
何産
ナヲ
ノv & 
英牧
図
人
タ
Y
ヤ
ヲ
問
ρ
ス
之
ニ
引
波
丸
ヘ
ジ
。
若
γ
財
産
ノ
庭
置
-
一
付
キ
遺
一
一
一
一
ロ
ヲ
ナ
ス
コ
ト
ナ
ク
死
己
シ
タ
Y
ト
キ
山
其
財
産
ρ
之
ヲ
英
図
領
事
ニ
引
渡
ス
可
夕
、
領
事
在
ラ
サ
Y
ト
キ
ρ
次
ノ
後
航
船
ヨ
y
之
ヲ
英
図
ニ
一
返
送
久
ヘ
ジ
」
さ
の
俊
文
の
解
蒋
上
、
英
図
人
は
俄
A
V
土
耳
古
に
住
所
を
有
す
る
も
共
の
相
続
関
係
は
蛍
然
英
図
買
質
法
に
油
取
る
可
き
事
明
で
あ
る
さ
し
て
右
遺
言
書
は
有
効
以
で
あ
る
さ
剣
決
し
た
の
で
あ
る
。
本
件
の
剣
決
金
日
中
に
「
相
絞
悶
係
ノ
準
按
法
ト
ジ
ア
ノ
所
謂
住
所
地
、
法
ト
川
住
所
地
ノ
英
図
々
際
忍
法
ι於
げ
る
反
政
担
論
四
五
商
業
さ
経
済
四
六
般
訟
律
ヲ
指
九
ーー
川
ア
-
フ
ユ
ジ
-
プ
住
所
地
図
カ
営
該
特
定
ノ
事
件
ニ
活
用
ス
可
キ
治
律
ノ
耕
一
羽
ナ
η
ノ
」
さ
の
一
句
が
あ
る
。
本
件
は
係
約
に
由
来
す
る
剣
決
で
あ
っ
て
土
耳
古
図
際
私
法
の
反
致
に
基
づ
く
剣
決
で
は
な
い
M
が
右
の
一
句
は
上
掲
9
5
2
〈
・
担
gN
の
事
件
に
際
し
て
な
し
た
裁
剣
所
の
見
解
さ
会
〈
同
一
で
あ
る
ご
3
1
日
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
に
リ
、
可
百
円
。
ぐ
・
町
円
E
・o
・
(
同
∞
品
、
コ
o
z
o門
2
0「
(
い
E
2・
ヲ
旬
。
ω)
本
件
に
於
て
、
一
入
四
六
年
住
所
地
た
る
・マ
Y
タ
島
に
て
死
己
サ
し
英
国
人
が
一
入
二
六
年
英
本
閣
に
於
て
英
本
図
注
の
方
式
じ
従
ひ
作
成
し
た
る
港
一
一
一
三
一
日
の
致
力
が
問
題
ざ
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
英
図
々
際
私
法
上
本
件
の
準
波
法
た
る
可
き
マ
Y
タ
烏
の
法
律
に
よ
れ
ば
遺
言
者
の
作
成
に
は
砂
く
さ
も
五
人
の
詮
人
の
立
舎
を
要
し
而
も
本
法
一
一
一
一
口
書
は
此
の
要
件
を
兵
へ
て
居
な
い
に
拘
は
ら
や
J
英
国
裁
剣
所
は
此
の
泣
う
一
回
全
一
日
を
有
放
さ
剣
決
し
た
の
で
あ
る
。
蓋
し
若
し
本
件
が
マ
Y
タ
島
裁
剣
所
に
繋
属
し
た
な
ら
ば
港
一
一
一
回
書
は
其
の
方
式
に
就
き
行
忽
地
法
に
従
ふ
限
b
布
致
ご
剣
決
せ
ら
る
可
き
事
が
立
詮
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
G
、
出
B
B
q
〈
・
町
B
F
B
m
w
p
(
]
∞
ω
J
J
H
O
足。
0
・
H
M
・
の
・
司
・
ω
。
。
)
英
国
婦
人
が
、
偽
関
西
に
於
て
英
図
法
の
定
む
る
方
式
に
従
ひ
作
成
し
た
る
遺
品
一
一
闘
争
中
日
の
致
本
件
は
偽
関
西
に
居
住
中
死
己
せ
し
カ
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
此
の
婦
人
は
悌
闘
に
住
所
を
設
定
す
る
に
就
き
偽
図
政
府
の
正
認
を
得
歩
又
並
〈
の
泣
言
者
は
英
国
に
遺
し
た
る
動
産
の
底
分
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
カ
ン
タ
ー
ペ
y
I
港
一
一
一
口
裁
剣
所
は
英
図
々
際
私
法
上
本
件
に
就
い
て
は
円
高
事
者
印
ち
港
ヨ
一
ロ
忠
告
の
死
己
の
時
に
於
け
る
住
所
地
訟
を
遁
用
す
可
く
而
も
偽
蘭
西
質
賃
誌
に
よ
れ
ば
此
の
泣
一
一
一
日
書
は
無
放
た
る
可
き
も
の
で
は
あ
る
が
蛍
事
者
は
偽
関
西
に
住
所
在
設
定
す
る
事
に
就
き
偽
図
政
府
の
正
認
を
得
て
居
な
い
の
で
あ
る
か
ら
上
掲
の
o
一ロ
2
〈・
E
g
N
さ
同
一
に
取
扱
ふ
可
き
も
の
さ
認
め
従
て
之
を
有
殺
ε
剣
決
し
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
三
弓
(
い
O
E
M
の
ロ
ー
は
此
の
剣
決
を
覆
し
‘
蛍
事
者
は
死
己
の
際
偽
関
西
に
住
所
を
有
し
た
る
も
の
ご
観
る
可
く
、
従
て
偽
園
質
質
決
上
無
殺
さ
認
め
ら
る
可
き
本
遺
言
書
は
無
致
で
あ
る
さ
剣
決
し
た
の
で
あ
る
、
7
、の
5
0げ
の
ロ
己
2
H
〈
・
司
己
]
の
円
・
(
同
∞
町
一
J
H
ω
当
・
除
、
H
，H1
・
H
)
・
十
戸
戸
)
本
件
は
英
図
注
上
の
方
式
に
於
て
作
成
せ
ら
れ
た
る
遺
言
書
の
致
カ
に
関
す
る
訴
訟
事
件
で
あ
る
。
本
件
に
於
て
は
遺
言
者
最
後
の
住
所
地
が
英
偽
何
れ
に
在
b
た
b
三
な
す
可
き
や
の
事
質
問
題
に
就
て
疑
紡
が
存
し
た
の
で
あ
る
が
、
若
し
働
関
西
に
在
っ
た
さ
解
す
可
き
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
英
国
々
際
私
法
は
港
一
一
一
回
の
方
式
に
付
て
は
港
一
一
一
一
同
者
の
最
後
の
住
所
地
泌
に
よ
る
可
き
も
の
ご
し
英
国
々
際
程
法
に
於
げ
る
瓦
致
担
論
四
七
商
業
さ
経
済
四
人
て
居
る
に
拘
は
ら
宇
此
の
泣
ユ
一
一
口
書
は
英
図
注
に
従
っ
た
も
の
で
仰
蘭
西
の
方
式
規
定
上
の
要
件
を
具
備
し
て
居
な
い
の
で
あ
る
か
ら
蕊
に
共
の
放
カ
に
閲
し
論
争
を
生
子
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
裁
剣
所
は
の
泣
ヨ
一
口
者
は
死
己
の
蛍
時
英
図
に
住
所
含
有
し
た
る
も
の
ご
認
定
し
従
て
本
法
一
亘
書
は
蛍
然
有
放
な
り
さ
し
mw
一
見
に
mm
蘭
西
国
際
私
法
は
偽
関
西
人
が
他
図
に
於
て
作
成
す
る
泣
一
一
一
一
二
一
日
の
方
式
に
就
て
は
行
ゑ
地
決
C
M
Z巳
R
gの
定
む
る
方
式
に
挨
る
を
得
可
き
回
日
を
定
め
此
の
主
義
は
偽
関
西
に
住
所
を
有
す
る
英
図
人
に
関
し
て
も
泡
用
せ
ら
る
可
き
で
あ
る
さ
の
立
詮
に
基
づ
き
、
仮
に
遺
言
者
が
偽
関
西
に
最
後
の
住
所
を
有
し
て
居
た
さ
す
る
も
此
の
遺
言
書
は
偽
情
側
面
に
於
て
は
有
致
さ
認
め
ら
る
¥
A
が
故
に
英
国
に
於
て
も
勿
論
之
を
有
放
ご
看
る
可
き
で
あ
る
さ
の
趣
旨
の
剣
決
を
下
し
た
の
で
あ
る
8
、
戸
川
5
0
Z
〈
一
一
一
の
く
・
〉
ロ
L
2
8ロ
・
(
同
∞
oow
凶
∞
当
-
m
H
吋
H
.
・
勺
・
凶
品
)
本
件
は
事
賃
上
偽
蘭
西
に
居
住
し
て
は
居
た
が
共
住
所
の
設
定
に
付
-
さ
偽
図
政
府
の
正
認
や
-
受
け
て
居
な
か
っ
た
一
英
図
人
が
英
図
に
於
て
英
図
法
上
の
方
式
に
従
ひ
作
成
し
た
る
遺
言
者
の
致
カ
に
閲
す
る
訴
訟
で
あ
っ
た
。
裁
剣
所
は
偽
図
々
際
私
法
は
本
件
遺
言
者
の
方
式
に
付
て
は
行
忽
地
法
を
準
技
法
ざ
し
て
居
る
ご
の
立
詮
に
基
づ
き
此
の
泣
言
書
を
有
放
さ
剣
決
し
た
の
で
あ
る
。
9
、
H
p
p
o
m
o
O
(】
ω
。
門
戸
口
一
仏
国
一
山
口
の
]
回
目
・
(
}
∞
∞
ω
u
ω
ω
当・
m
w
叶
H
.
・
℃
・
H
G
)
伊
太
利
ゼ
ノ
ア
人
-
Y
イ
ギ
・
ピ
ア
Y
キ
は
始
め
其
の
住
所
仕
す
Y
J
ア
イ
ニ
ア
王
図
に
有
し
た
の
で
あ
る
が
後
プ
ラ
ジ
Y
HU]】
門
戸
に
移
り
此
の
地
に
於
て
事
業
に
成
功
し
財
産
を
蓄
積
し
た
。
一
入
五
六
年
彼
は
出
島
町
に
於
け
る
事
業
を
打
切
b
主
〈
の
徐
生
を
送
る
可
く
定
め
て
居
た
ゼ
ノ
ア
へ
向
っ
て
出
帆
し
た
。
然
る
に
彼
は
共
の
航
海
中
に
於
て
死
む
し
而
も
其
の
財
産
の
庭
分
に
付
て
は
何
等
の
泣
一
一
一
一
回
も
な
さ
れ
て
居
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
の
子
女
中
数
人
は
ぜ
ノ
ア
に
在
b
爾
徐
の
数
人
は
プ
ラ
ジ
Y
に
在
っ
た
。
彼
は
英
図
に
勤
産
を
所
有
し
て
居
た
の
で
あ
る
が
一
入
五
九
年
英
国
法
一
一
一
回
検
認
裁
剣
所
は
プ
-
プ
ジ
Y
法
上
後
見
人
た
る
可
き
者
の
代
理
人
に
彼
の
遺
産
の
管
財
営
認
詐
し
た
の
で
あ
る
。
蛍
時
ピ
ア
ン
キ
の
泣
産
に
関
聯
し
て
す
Y
デ
イ
ニ
ア
弁
プ
ラ
ジ
Y
雨
司
注
官
守
山
間
に
彼
の
死
む
の
時
に
於
け
る
住
所
に
就
き
見
解
の
差
異
を
生
じ
相
論
争
し
た
の
で
あ
る
が
遂
に
泣
産
の
管
理
弁
後
見
に
謝
す
る
楼
限
は
凡
て
之
を
す
Y
J
ア
イ
ニ
ア
側
に
認
む
る
ご
一
玄
ふ
事
で
結
末
を
告
げ
た
。
斯
る
協
定
が
伊
伯
爾
困
問
に
成
立
し
た
結
果
さ
し
て
一
入
六
二
年
に
至
っ
て
英
国
裁
剣
英
図
々
際
私
法
に
於
げ
る
反
政
担
論
四
九
商
業
主
経
沼
五
O 
所
は
主
二
廷
に
な
し
た
る
プ
ラ
ジ
Y
法
に
よ
る
管
財
認
許
の
取
消
を
要
求
さ
る
〉
に
壬
つ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
英
図
裁
剣
所
は
結
局
襲
仁
な
し
た
る
管
財
認
詐
を
取
消
し
た
の
で
あ
る
が
、
共
の
根
披
ご
し
た
る
所
は
、
ピ
ア
ジ
キ
は
プ
ラ
ジ
Y
の
住
所
を
拙
来
し
て
サ
y
ヂ
ニ
ア
の
苔
住
所
を
回
復
し
た
る
も
の
さ
認
め
た
る
に
操
る
の
で
伊
伯
雨
困
問
に
上
過
の
却
さ
協
定
が
成
立
し
た
る
に
基
づ
く
の
で
は
な
か
っ
た
。
英
国
裁
剣
所
に
し
て
従
前
の
見
解
の
如
く
死
者
の
最
後
の
住
所
図
は
プ
ラ
ジ
Y
で
あ
る
さ
解
し
た
な
ら
ば
管
財
閥
係
じ
付
て
は
営
然
プ
ラ
ジ
Y
法
を
趨
用
す
る
筈
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
印
も
本
件
に
於
て
は
英
図
裁
剣
所
は
本
件
が
プ
-
プ
ジ
Y
裁
剣
所
に
繋
属
す
る
場
合
さ
異
る
可
き
解
決
を
な
し
た
の
で
あ
る
。
目、
F
p
o
m
o
o
(
r
c門
戸
以
の
「
o
-
M
-
(
同
∞
吋
♂
凶
で
・
巴
・
℃
・
。
品
)
本
件
は
側
関
西
に
住
所
を
有
し
て
居
た
英
図
人
が
仰
蘭
西
の
方
式
規
定
に
採
ら
や
J
英
国
遺
言
治
(
当
日
一
一
ω
〉
P
H∞
ω
吋
)
の
方
式
に
従
ひ
作
成
し
た
る
遺
言
書
の
放
カ
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ス
グ
ク
ン
治
(
円
。
三
円
一
口
問
ω(】
oztω
〉
兵
∞
門
・
区
m
町
民
〈
E
・。・
]
H
A
T
に
よ
れ
ば
此
の
治
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
言
書
は
其
作
成
セ
ラ
V
タ
Y
地
ノ
法
律
一
一
キ
シ
グ
ヨ
ソ
要
求
セ
ラ
Y
、
方
式
ヲ
具
プ
Y
ト
キ
は
英
図
に
於
て
は
有
致
ε
認
め
ら
る
可
き
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
、
司
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
裁
剣
所
は
右
じ
所
謂
其
作
成
セ
一
プ
レ
タ
Y
地
ノ
法
律
(
p
c
]
2
0
ご
]
5
1
N
5
0
三
百
円
c
p
ο
己
5
0
「
己
百
戸
山
]
}
〕
戸
〈
2
5
h
H己
0
・
)
ご
は
作
成
地
印
ち
行
結
局
地
]
O
口
Z
E
z
u
に
於
て
蛍
該
事
件
に
適
用
せ
ら
る
可
き
法
律
ky
指
す
も
の
さ
解
し
た
の
で
あ
る
が
、
本
件
、
偽
蘭
西
に
於
て
英
国
人
の
作
成
す
る
泣
一
一
一
日
書
は
若
し
夫
れ
が
英
図
に
於
て
英
図
人
の
作
成
す
る
泣
き
口
幸
一
日
の
従
ふ
可
き
英
国
法
律
上
の
方
式
そ
共
ふ
る
限
り
偽
蘭
西
に
於
て
も
有
叫
別
で
あ
る
さ
立
詮
さ
れ
た
結
果
、
此
の
泣
一
一
一
一
日
常
一
日
は
有
放
で
ゐ
る
さ
剣
決
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
11 
FH.0
づ・ロゲユ・
2
∞吋
M
U
G
-
Q
Y
H
)
・℃・
0
C
C
)
端
西
人
甲
は
乙
に
其
の
遺
産
訟
熔
奥
す
可
き
旨
の
泣
4
一
一
回
全
日
を
治
し
て
共
住
所
地
た
る
偽
蘭
西
に
於
て
死
己
し
た
が
其
泣
賠
の
目
的
物
一
部
分
は
甲
が
英
国
に
於
て
有
し
て
居
た
動
産
で
あ
っ
た
。
於
て
丙
な
る
者
は
・
ω自
己
が
甲
の
摘
出
子
な
る
事
例
従
て
又
甲
の
財
産
の
十
分
の
九
l
の
然
る
に
瑞
西
裁
剣
所
に
此
の
泣
留
分
は
瑞
西
資
質
法
の
・
定
な
る
割
合
で
あ
っ
て
偽
蘭
西
民
法
上
の
遺
留
分
で
は
な
い
ー
を
受
く
る
ケ
待
可
き
旨
の
剣
決
を
得
た
の
で
あ
る
。
本
件
訴
訟
は
甲
が
英
国
に
逃
し
た
る
動
産
の
蹄
屈
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
本
件
に
就
き
立
詮
せ
ら
れ
た
る
所
に
よ
れ
ば
仰
偽
関
西
国
際
私
法
は
勤
産
相
続
の
準
協
法
ご
し
て
は
泣
一
一
一
回
者
の
本
図
法
や
ふ
巡
拝
す
る
の
み
な
ら
歩
引
一
八
六
九
年
体
瑞
問
に
成
英
国
々
際
忍
訟
に
於
げ
る
反
致
担
論
五
商
業
主
経
済
五
立
せ
る
俊
約
に
よ
れ
ば
偽
関
西
に
居
住
中
死
己
し
た
る
瑞
西
人
の
遺
産
に
劃
す
る
分
配
請
求
権
は
備
に
瑞
西
治
弁
瑞
西
裁
剣
所
の
決
す
る
所
に
よ
る
可
き
事
三
定
ま
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
英
図
裁
剣
所
は
英
図
々
際
私
治
上
本
件
の
準
接
決
は
勝
目
事
者
の
住
所
地
法
な
る
が
共
住
所
地
法
た
る
偽
関
西
法
は
之
を
瑞
西
法
の
定
む
る
所
に
よ
ら
し
む
る
が
故
に
結
局
本
件
の
準
技
法
は
端
西
法
な
b
ざ
し
て
、
瑞
西
裁
剣
所
が
丙
の
請
求
に
就
き
瑞
西
実
質
法
に
基
づ
き
な
し
た
る
所
さ
同
一
の
剣
決
を
下
じ
た
の
で
あ
る
。
也
、
〉
σや
己
'
足
。
ω
口
同
く
・
吋
R
E
(
H
∞∞
u
同
ω
〉・の・
H
)
・k
H
ω
H
)
本
件
は
始
め
土
耳
古
に
住
所
を
有
し
‘
入
・
五
入
年
以
後
一
入
入
五
年
印
ぢ
共
の
死
己
の
時
に
至
る
迄
波
及
カ
イ
甘
に
住
居
な
移
し
比
の
地
に
於
て
英
国
の
保
護
民
た
る
の
地
位
を
得
た
カ
Y
J
ア
イ
y
天
主
殺
徒
た
る
土
耳
古
人
の
動
産
相
続
事
件
で
あ
っ
た
コ
シ
九
タ
シ
チ
ノ
!
プ
Y
最
高
領
事
裁
剣
所
は
此
の
土
耳
古
人
は
英
図
の
保
護
民
た
る
が
故
に
共
の
泣
し
た
る
動
産
の
相
続
事
件
は
英
図
注
に
よ
b
解
決
さ
る
可
き
で
あ
る
さ
し
'
て
本
件
に
濁
し
て
は
英
図
々
際
私
治
上
の
原
則
に
よ
り
死
者
の
住
所
地
法
営
通
用
す
可
き
も
の
さ
決
定
し
た
。
而
し
て
カ
イ
ロ
は
英
国
領
土
に
あ
ら
ゴ
る
が
故
に
此
の
地
に
居
住
す
る
も
英
図
住
所
ケ
取
得
す
る
も
の
さ
な
す
を
得
ヂ
さ
の
理
由
に
基
づ
き
死
者
の
住
所
地
は
土
耳
古
で
あ
る
ご
認
め
た
の
で
あ
る
。
英
図
司
ユ
〈
て
の
。
ロ
ロ
の
口
は
右
剣
決
ケ
正
蛍
な
り
さ
認
め
た
の
で
あ
る
が
本
件
に
関
す
る
]
J
ユi
そ
の
o
g色
の
剣
決
金
日
中
に
次
の
如
き
意
味
の
語
が
あ
っ
た
。
郎
ち
の
死
者
が
土
耳
古
の
図
絡
を
喪
失
し
て
英
図
々
籍
そ
取
得
し
た
り
や
否
や
は
土
耳
古
法
の
決
す
可
き
問
題
で
仰
併
し
乍
ら
若
し
土
耳
古
よ
b
英
図
に
図
籍
の
経
一
見
あ
り
た
る
も
の
さ
な
す
可
き
な
ら
ば
土
耳
古
裁
剣
所
は
死
者
の
泣
産
の
庭
理
に
関
し
て
は
其
の
本
図
法
た
る
英
国
あ
る
。
訟
を
趨
用
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
さ
。
此
の
仰
に
於
け
る
見
解
は
、
英
図
絵
(
法
廷
地
治
)
1
1
1
↓
a
土
耳
古
法
(
住
所
地
法
)
|
↓
英
国
治
(
本
図
注
)
の
観
念
を
是
認
す
る
も
の
で
あ
っ
て
所
謁
反
致
を
受
理
せ
ん
さ
す
る
態
度
を
明
に
せ
る
も
の
ぜ
一
一
員
は
ね
ば
な
る
ま
い
。
お
、
同
ロ
門
r
o
m
o
o牛
ω
C
町
出
H
・0
5
γ
ω
2
5ぇ・
(
同
∞
2
M
g
F
-
H
J
W
Z・
ω・
℃
・
は
H
H
)
英
図
人
男
女
が
偽
関
西
に
於
て
婚
姻
し
た
の
で
あ
る
が
其
の
夫
婦
財
産
契
約
(
E
P
H
江
口
m
o
m
O
門巴の
g
g門
)
に
よ
れ
ば
妻
は
自
己
の
泣
一
一
一
日
中
佐
以
て
一
定
の
信
託
資
金
伝
英
図
に
於
て
設
定
す
る
の
漉
限
ぞ
奥
ヘ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
婚
姻
後
此
の
夫
妻
は
仰
関
西
に
住
所
を
設
定
し
死
己
の
時
じ
至
る
迄
之
を
保
有
し
て
居
た
。
而
し
て
夫
は
偽
関
西
に
防
化
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
、
此
の
夫
の
蹄
化
は
仰
関
商
法
上
官
然
に
一
設
の
図
結
路
公
更
を
結
果
す
る
も
の
で
は
な
か
れ
J
た。
英
国
々
際
私
法
に
於
げ
芯
反
致
組
前
五
町
吋
給
付
F
-
Rム
な
4
・
材
作
ぎ
詞
工
立
山
ぽ
』
U
主
四
安
は
共
の
偶
英
闘
に
赴
き
た
る
際
偽
図
治
上
の
方
式
に
披
ら
や
J
英
図
法
上
の
方
式
に
従
ひ
夫
婦
財
産
契
約
上
容
認
せ
ら
れ
た
る
信
託
資
金
設
定
を
内
容
さ
す
る
遺
言
書
ケ
作
成
し
た
の
で
あ
る
。
本
件
は
右
港
一
一
一
一
口
書
の
殺
力
に
閲
す
る
訴
訟
で
あ
っ
た
が
裁
剣
所
は
次
の
如
く
剣
決
し
た
の
で
あ
る
。
日
く
、
泣
言
者
ρ
其
ノ
死
己
ノ
時
-
一
於
-
ア
偽
関
西
-
一
住
所
ヲ
有
ジ
タ
Y
菜
園
人
ナ
η
ノ
ジ
ヵ
故
-
一
本
件
ノ
準
披
法
タ
Y
ヘ
キ
仰
関
西
法
カ
此
ノ
問
題
ヲ
如
何
-
一
虎
置
ス
ヘ
キ
ヤ
ヲ
調
査
セ
ナ
Y
可
-
プ
ス
。
而
ジ
-
ア
偽
関
西
競
護
人
ノ
宣
誓
才
一
日
ニ
依
v
ρ
清
三
一
品
目
布
石
ρ
例
図
治
上
英
図
婦
人
ト
認
メ
ラ
Y
可
キ
モ
ノ
ナ
Y
結
果
此
ノ
泣
言
香
川
偽
関
西
治
上
有
致
タ
Y
可
品
、
ヵ
故
-
一
英
図
-
一
於
-
プ
毛
亦
之
ヲ
有
効
決
ト
剣
決
セ
サ
Y
可
-
プ
サ
Y
ナ
ソ
、
ご
。
印
ち
裁
剣
所
は
本
件
が
偽
図
裁
剣
所
に
繋
属
し
た
る
場
令
に
な
さ
る
可
き
剣
決
さ
同
一
剣
決
を
な
す
可
き
も
の
さ
な
し
た
の
で
あ
る
。
日、
H
D
5
』
0
]
5
ω
O
D・
(
3
0
ω
u
H
h
r・勺
-
g
H
)
本
件
は
最
初
云
山
一
宮
島
に
住
所
を
有
し
後
住
所
を
g
L
B
に
移
し
一
入
九
四
年
此
の
地
に
於
て
死
己
し
た
る
英
図
婦
人
ジ
ヨ
y
y
y
嬢
が
共
の
庭
分
に
付
き
何
等
港
一
一
一
一
口
を
す
る
事
な
く
泣
し
た
る
動
産
の
分
配
に
関
す
る
訴
訟
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
バ
1
デ
ン
に
殆
ん
ぎ
其
の
会
生
涯
を
返
っ
た
の
で
は
あ
る
が
未
だ
其
の
図
籍
は
取
得
し
て
居
な
か
っ
た
。
英
図
々
際
私
法
は
本
件
の
準
波
法
ざ
し
て
は
死
者
の
最
後
の
住
所
地
法
た
る
バ
1
デ
ン
法
を
指
定
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
立
詮
せ
ら
れ
た
る
所
に
よ
れ
ば
バ
I
J
ア
ン
の
法
律
は
死
者
が
泣
ヨ
一
口
ぞ
以
て
彪
置
せ
ぎ
り
し
遺
産
の
相
続
関
係
は
其
の
死
巳
の
時
に
於
け
る
本
因
法
の
決
す
る
所
に
披
る
可
き
も
の
さ
定
め
て
居
る
の
で
あ
る裁
判
列
所
は
英
図
に
泣
さ
れ
た
る
動
産
は
マ
Y
タ
買
質
法
の
定
な
る
所
に
従
ひ
分
配
さ
る
可
き
旨
の
剣
決
を
し
た
の
で
あ
る
が
其
の
理
由
さ
し
た
る
所
は
左
の
結
に
在
る
。
@p 
ち
ω死
者
が
バ
1
デ
ン
に
設
定
し
た
る
住
所
は
、
バ
1
J
γ
ン
法
に
依
れ
ば
泣
産
の
分
配
に
関
し
て
は
何
等
の
影
響
を
奥
へ
ぎ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
遺
産
分
配
な
る
目
的
に
劃
し
て
は
之
営
住
所
さ
見
る
可
き
で
は
な
い
。
此
の
故
に
死
者
は
其
の
死
己
の
時
に
至
る
迄
依
然
マ
Y
タ
烏
に
住
所
を
，
有
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
従
て
此
の
住
所
地
法
た
る
マ
Y
タ
法
が
本
件
に
適
用
さ
る
可
き
で
あ
る
問
併
し
乍
ら
今
般
に
死
者
の
住
所
は
バ
I
デ
ン
に
在
り
従
て
バ
I
J
ア
ン
法
が
本
件
の
準
技
法
で
あ
る
ざ
す
る
も
ー
ー
ー
バ
I
デ
シ
法
は
之
を
死
者
の
本
因
治
じ
撲
る
可
き
も
の
ご
な
す
が
故
に
ー
ー
ー
狛
ほ
本
件
に
謝
し
て
は
死
者
の
本
因
治
部
此
の
場
合
に
於
て
は
マ
ノレ
英
国
々
際
忍
法
に
於
げ
あ
反
致
理
論
五
五
商
業
さ
経
済
豆
大
タ
烏
の
漆
律
を
適
用
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
さ
な
る
の
で
あ
る
。
右
仰
の
理
由
に
於
て
裁
剣
所
は
明
に
反
致
理
論
を
是
認
し
た
誇
で
あ
る
。
目
、
F
B
出
O
巧
g
(
H
C
O
O
M
ω
N
吋・
F
H戸
・
九
y
J二
日
)
本
件
は
始
め
英
図
に
住
所
を
有
し
後
偽
蘭
西
に
住
所
を
移
し
此
の
地
に
於
て
死
巳
し
た
る
英
図
人
が
偽
関
西
に
於
て
作
成
し
た
る
泣
言
書
の
殺
カ
に
関
す
る
事
件
で
あ
っ
た
。
念
よ
り
す
れ
ば
之
を
取
得
し
た
る
も
の
さ
な
す
可
き
で
あ
る
が
、
彼
は
住
所
の
設
定
に
付
彼
の
偽
関
西
に
於
け
る
住
所
は
英
図
法
の
翻
き
偽
図
政
府
の
正
認
を
経
て
居
な
い
結
果
ざ
し
て
側
関
西
法
上
は
偽
関
西
に
住
所
を
有
す
る
も
の
さ
な
す
を
得
な
い
の
で
あ
っ
た
ω
裁
剣
所
は
、
彼
は
働
関
西
に
事
賃
上
の
住
所
(
含
B
刊
の
ロ
ミ
p
c
b』
有
す
る
に
止
ま
り
本
件
の
準
披
法
た
る
可
き
法
律
上
の
住
所
(
]
の
泡
一
念
日
一
色
)
は
英
闘
に
在
b
。
従
て
本
件
遺
言
者
の
解
粋
井
其
の
遺
産
の
管
理
は
共
に
泣
一
一
一
一
二
告
の
住
所
地
法
た
る
英
図
資
質
漆
の
・
足
む
る
所
に
撲
る
可
き
で
あ
る
さ
剣
決
し
た
。
本
件
に
就
き
で
は
ク
エ
久
ト
レ
1
キ
は
反
致
を
肯
定
せ
る
剣
決
な
り
さ
解
し
(
上
掲
五
版
四
一
頁
会
照
)
ダ
イ
ジ
ー
は
寧
ろ
之
ケ
否
定
せ
る
剣
決
な
b
さ
認
め
て
居
る
誌
で
あ
ろ
(
上
掲
三
版
七
入
O
頁
参
照
)
ク
エ
久
ト
レ
1
キ
が
何
故
に
之
を
以
て
反
致
を
是
認
せ
る
何
俳
さ
解
し
グ
イ
ジ
ー
が
之
を
否
認
せ
る
も
の
さ
解
し
た
る
や
は
必
?
し
も
明
瞭
で
は
な
い
が
、
思
ふ
に
前
者
は
英
図
々
際
私
持
政
規
定
の
趨
用
に
際
し
他
図
泌
を
顧
慮
し
て
居
る
さ
レ
ふ
結
よ
h
J
見
て
反
致
を
肯
定
せ
る
剣
例
ご
な
し
、
後
者
は
本
件
に
釣
し
英
国
寅
質
泌
を
、
過
用
し
た
の
は
偽
蘭
西
に
於
け
る
住
所
を
無
現
す
る
の
結
果
で
あ
っ
て
、
前
出
出
5
5
2
〈・
F
2
5
2
に
於
け
る
が
如
く
共
の
住
所
地
の
裁
剣
所
の
な
す
剣
決
芯
同
一
一
剣
決
を
な
す
可
き
で
あ
る
芯
の
理
由
に
基
い
て
居
な
い
ざ
い
ふ
貼
よ
b
斯
く
論
断
し
た
の
で
あ
ら
う
さ
考
へ
ら
れ
る
。
併
し
乍
ら
本
件
は
死
者
の
住
所
地
は
何
れ
に
在
b
さ
す
可
き
や
さ
言
ふ
英
図
々
際
引
払
泌
通
用
上
の
前
提
問
題
に
謝
す
る
英
国
裁
剣
所
の
態
度
を
示
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
本
件
に
付
き
英
図
々
際
私
注
上
準
援
す
可
き
死
者
の
住
所
地
の
裁
剣
所
の
な
す
可
き
剣
決
如
何
さ
一
疋
ふ
鮎
に
は
鰯
れ
で
は
居
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
英
図
漆
上
の
反
致
問
題
を
論
歩
る
に
嘗
つ
て
は
之
を
除
外
す
る
の
が
正
蛍
で
は
な
い
か
さ
考
ヘ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
日
目
.
〉
ロ
ロ
一
C
向
。
〈
・
〉
門
門
0
2
月
下
の
8
0
3
Y
(
H
C
C
G
W
い
{
可
・
勺
-
H
h
w
ω
)
紐
育
市
民
甲
は
英
闘
に
於
て
英
図
婦
人
乙
芯
婚
姻
し
た
の
で
あ
る
が
、
後
に
至
b
妻
乙
は
夫
婦
共
に
紐
育
に
住
所
を
有
し
た
る
蛍
時
に
於
て
、
夫
に
潤
す
る
離
婚
剣
決
を
市
グ
コ
タ
裁
剣
所
よ
b
待
た
の
で
あ
っ
た
。
本
英
々
図
際
私
訟
に
於
げ
る
反
致
担
論
五
七
商
業
さ
経
済
冗
入
件
は
此
の
甲
乙
問
の
離
婚
剣
決
は
英
図
に
於
て
も
之
を
有
殺
さ
認
む
可
き
や
否
ゃ
に
関
す
る
訴
訟
事
件
な
の
で
あ
る
。
英
図
々
際
私
注
上
本
件
の
準
披
注
は
離
婚
訴
訟
手
続
開
始
の
時
に
於
け
る
静
岡
事
者
の
住
所
地
法
で
あ
る
が
、
立
詮
せ
ら
れ
た
る
所
に
擦
れ
ば
住
所
地
た
る
紐
育
に
於
て
は
南
グ
:z 
タ
裁
剣
所
の
離
婚
剣
決
は
有
殺
さ
認
め
ら
る
k
h
の
で
あ
る
。
英
図
裁
剣
所
は
砂
田
事
者
の
住
所
地
に
於
て
有
殺
ご
認
め
ら
る
可
き
剣
決
は
英
闘
に
於
て
も
之
を
認
む
可
き
で
あ
る
さ
剣
決
し
た
の
で
あ
る
。
註
一
o、
蕊
に
掲
ぐ
る
列
例
は
主
さ
し
て
左
記
の
所
誠
に
按
つ
れ
も
の
で
あ
る
Q
勿
論
反
致
問
題
に
闘
す
ろ
一
切
り
英
国
列
例
た
網
羅
し
れ
も
の
さ
云
ふ
た
得
な
い
で
は
あ
ら
、
フ
が
其
の
大
部
分
は
之
島
合
め
ろ
も
の
さ
言
ふ
事
が
出
来
?
っ
さ
信
ナ
ろ
o
出白
F
Z
O門
2
0ロ
2
5
白
8
R
E
O
O問
問
2
4
0一
宮
句
-H・
F
H。
。
点
目
・
日
)
℃
・
。
lωω
・
巴
・
"
叶
r
o
H
u
g
t
pロ
仏
国
ロ
m
F
r
g
J
4・
5
ω
ハ
句
白
富
市
}
回
目
。
σ・
口
紅
白
子
K
M
門
出
唱
え
0
2
r
Z
2
4
0同
開
口
m
F
丘
三
F
2
F
5
5
0
門0
5
0
8ロ
ロ
互
oご
白
羽
田
・
HOω
・
8
・
4
4
M
l
叶
己
・
口
一
ヴ
ヴ
巾
同
F
H・
可
-
F
H
O
H∞・
E
Y
M内
凶
Hun-u内
凶
凶
HJ1・
J
J
d
m
p
r
p
〉
吋
忠
弘
一
回
。
。
ロ
勺
・
H
-
F
u
J
i
F
官
E
o一切
P
H
B
P
5
5
0
S
官
官
2
2
8
山
口
出
口
m
F
E・
5
E・
匂
可
・
ω
ω
1ぉ
・
四
英
図
々
際
私
法
卒
者
の
主
な
る
者
の
反
致
問
題
に
関
す
る
見
解
ぞ
左
に
列
息
し
て
見
る
。
問。
0
5
〉
の
O
ロの
ro
円
。ロ己
ω
。
。
ロ
司
ユ
g
R
H
H
H
R
2
5民
0
5一』ロ円一
ω℃
E
L
O
D
のの・品の(]・
は
筆
者
も
之
を
読
む
機
舎
を
得
た
の
で
あ
る
が
本
問
題
に
謝
す
る
彼
の
見
解
は
本
書
に
披
b
て
は
遂
に
之
を
知
る
を
得
な
か
っ
た
イ
、
反
致
理
論
の
是
非
に
関
す
る
見
解
ぺ
1
ト
が
反
致
理
論
争
』
非
な
b
さ
せ
る
態
度
は
後
出
英
図
法
は
反
致
ケ
認
め
十
さ
の
彼
の
所
論
中
に
も
之
な
見
出
し
得
る
所
で
あ
る
が
彼
が
前
出
zc門2
0
ロ
巴
H
O
(
]
0
?
E
5
0「
Hwg〈。一・
二
人
頁
以
下
四
七
頁
迄
に
於
て
各
種
の
反
致
肯
定
論
に
加
へ
た
る
批
評
弁
に
四
七
百
八
以
下
五
六
頁
迄
に
於
て
反
致
反
響
論
争
』
説
明
せ
る
所
に
徴
す
る
時
は
此
の
事
は
一
見
に
明
瞭
で
あ
る
。
左
に
此
の
勃
に
関
す
る
彼
の
主
張
ケ
略
述
し
て
み
や
う
。
ー
、
彼
は
HWZNN山門一
u
H
-
ュ
ミ
ゲ
ロ
の
]
己
r・P
Z
F
E
E
N
一2
5
F
M
)
ユ
g
門0
・同∞∞∞・
ω
∞
に
於
て
引
照
せ
ら
れ
た
る
反
致
や
-
認
な
る
事
に
よ
り
て
同
一
事
件
に
閲
す
る
各
国
裁
剣
所
の
剣
決
の
統
一
を
期
す
る
を
得
さ
の
主
張
に
謝
し
て
次
の
如
き
意
味
の
批
難
を
加
へ
て
居
る
。
(
上
拐
二
入
頁
以
下
)
印
も
、
此
の
設
の
理
由
な
き
は
明
で
あ
る
。
蓋
し
各
園
何
れ
も
反
致
を
認
む
可
き
も
の
さ
英
国
々
際
忍
法
ι於
げ
る
反
致
理
論
五
九
商
業
主
経
済
大
O
す
る
な
ら
ば
業
の
結
果
は
喰
営
該
事
件
に
適
用
せ
ら
る
可
き
買
質
法
律
を
異
に
す
る
の
み
で
依
然
各
図
裁
剣
所
の
剣
決
の
街
突
は
之
を
遊
く
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
例
之
、
伊
太
利
に
住
所
を
有
す
る
十
九
歳
の
丁
抹
人
の
泣
一
一
一
一
回
能
力
に
就
い
て
は
論
者
は
若
し
反
致
を
認
め
ま
る
さ
き
は
伊
太
利
裁
剣
所
は
蛍
事
者
の
本
図
注
た
る
丁
抹
治
(
二
十
一
歳
以
上
た
る
事
を
要
す
)
に
従
ひ
無
能
力
者
さ
決
定
し
、
丁
抹
裁
剣
所
は
此
の
者
の
住
所
地
漆
た
る
伊
太
利
治
(
十
八
歳
以
上
た
る
を
以
て
足
る
)
に
従
ひ
能
力
者
ご
決
定
す
可
き
で
あ
る
が
、
丁
抹
法
の
反
致
ぞ
認
h
u
る
事
に
よ
っ
て
伊
太
利
裁
剣
所
は
丁
抹
裁
剣
所
に
於
け
る
剣
決
さ
同
様
に
之
を
能
力
者
さ
剣
決
寸
J
る
に
至
る
さ
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
丁
抹
裁
剣
所
に
本
件
が
繋
属
し
た
る
場
合
や
想
像
す
れ
ば
丁
抹
裁
剣
所
も
伊
太
利
法
の
反
致
訟
受
理
し
て
無
能
力
者
さ
決
定
す
る
事
さ
な
る
。
印
も
反
致
を
認
め
ま
も
時
は
伊
太
利
裁
剣
所
は
丁
抹
資
質
法
を
、
丁
抹
裁
剣
所
は
伊
太
利
賀
質
法
を
適
用
し
、
反
致
ぞ
認
な
る
時
は
伊
太
利
裁
剣
所
は
伊
太
利
質
問
官
(
法
営
、
丁
抹
裁
剣
所
は
丁
抹
質
質
法
を
沼
周
す
る
事
ご
な
る
丈
で
あ
っ
て
依
然
伊
丁
雨
図
裁
剣
所
間
の
剣
決
の
統
一
は
期
せ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
H
、
反
致
を
認
な
る
事
に
よ
っ
て
剣
決
の
他
図
に
於
け
る
執
行
カ
を
確
保
し
待
ぎ
の
巧
oUω
の
見
解
に
就
き
で
は
次
の
侠
貼
あ
る
事
を
指
摘
し
て
居
る
。
(
上
鵠
三
O
頁
以
下
)
彼
は
先
づ
y
オ
シ
大
等
法
律
数
授
云
-
H
W
E一口
(
H
N
2
5
庁
ロ
円
・
HD
円。s
p
F
υ
内
凶
凶
・
℃
-Hω
句
)
の
奉
げ
た
る
所
却
も
a
、
仰
関
西
に
住
所
を
有
す
る
丁
抹
人
の
行
結
局
能
力
合
偽
図
裁
剣
所
が
決
定
す
可
き
場
合
に
於
て
は
、
ヲ
イ
ザ
ハ
の
所
設
に
従
へ
ば
偽
図
々
際
私
治
上
は
嘗
事
者
の
本
因
法
た
る
丁
抹
質
質
法
み
込
山
迎
用
す
可
き
も
の
な
り
ご
雄
丁
抹
に
於
て
其
の
執
行
命
令
'
O
K
2
5
2円
を
得
ん
が
匁
に
丁
抹
困
際
私
訟
の
反
致
を
受
理
し
て
其
の
住
所
地
法
た
る
偽
図
寅
質
法
を
趨
用
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
さ
な
る
の
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
若
し
本
件
が
丁
抹
裁
剣
所
に
繋
属
す
る
場
合
合
想
像
す
れ
ば
偽
図
裁
剣
所
合
し
て
本
件
に
関
す
る
丁
捻
裁
剣
所
の
剣
決
を
認
め
し
め
ん
が
怨
に
は
亦
偽
図
々
際
弘
治
の
送
致
す
る
丁
抹
質
賃
法
に
挨
ら
ね
ば
な
る
ま
し、
新
〈
し
て
各
図
裁
剣
所
は
自
国
法
の
非
な
り
さ
せ
る
準
採
法
を
求
な
る
丈
の
事
で
あ
っ
て
他
図
の
執
行
命
令
を
得
ん
が
結
局
に
反
致
を
認
む
可
し
ご
の
設
は
問
題
T
徒
に
循
環
せ
し
む
る
に
過
ぎ
な
い
。
b
、
殊
に
此
の
設
は
不
勤
産
に
関
す
る
事
件
の
如
〈
其
の
所
在
地
図
に
於
で
の
み
執
行
カ
を
有
す
る
を
以
て
足
る
場
合
に
於
て
は
用
ふ
る
ぞ
得
る
が
行
匁
能
力
、
後
児
、
相
続
等
の
問
題
の
如
〈
何
れ
の
図
に
於
て
も
認
め
ら
る
〉
事
を
要
す
る
も
の
に
付
て
は
主
義
守
異
に
英
国
々
際
忍
法
に
於
げ
る
反
致
担
論
.. 
ノ、
商
業
さ
経
済
ムハ-
す
る
数
ヶ
図
の
反
致
を
同
時
に
受
理
す
る
事
の
出
来
な
い
以
上
本
設
は
到
底
用
ふ
る
ケ
得
な
い
の
で
あ
る
。
C
又
乙
図
が
甲
図
に
於
て
な
さ
れ
た
る
剣
決
に
執
行
カ
な
附
奥
す
可
き
や
否
や
は
種
々
な
る
方
面
、
例
之
蛍
該
事
件
の
管
轄
権
の
結
よ
り
も
考
慮
す
る
を
要
す
る
の
で
あ
っ
て
、
従
て
若
し
甲
闘
に
し
て
異
に
乙
固
に
於
て
も
一
英
の
放
力
を
認
め
ら
る
可
き
剣
決
を
下
さ
ん
が
匁
に
は
の
、
法
の
街
突
に
関
す
る
乙
図
の
解
決
策
の
み
な
ら
争
制
訴
訟
の
管
轄
に
濁
す
る
乙
図
の
主
義
を
も
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
っ
て
自
国
法
が
合
将
棋
か
し
芯
す
る
事
件
に
就
て
も
乙
図
法
が
甲
図
に
管
轄
椛
ゐ
り
ざ
す
る
の
故
を
以
て
自
国
の
管
轄
権
を
認
め
ぎ
る
を
得
玄
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
故
に
他
図
に
於
け
る
執
行
力
を
確
保
せ
ん
が
免
に
反
致
を
認
な
可
し
さ
す
る
な
ら
ば
訴
訟
の
管
轄
権
の
問
題
に
付
て
も
此
の
駄
に
関
す
る
他
国
の
規
定
を
顧
慮
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
も
斯
の
如
き
は
賀
際
上
到
底
容
認
す
る
含
得
ぎ
る
所
で
あ
る
。
ぺ
1
ト
は
右
バ
l
タ
ン
の
主
張
を
掲
げ
た
る
後
.
次
の
如
く
逃
*
へ
て
居
る
。
仰
の
議
論
を
英
図
に
移
し
て
見
れ
ば
、
婚
姻
の
や
田
-
時
は
勿
論
現
在
も
狛
ほ
偽
関
西
に
住
所
を
有
す
る
英
図
人
男
女
が
偽
蘭
西
に
於
て
暴
行
し
た
る
婚
姻
の
致
カ
を
英
図
裁
剣
所
に
於
て
決
す
可
き
場
合
に
於
て
、
英
図
々
際
私
法
は
本
件
に
付
き
偽
蘭
西
法
の
遮
用
を
命
宇
る
に
拘
は
ら
や
J
共
の
剣
決
が
偽
図
に
於
て
も
放
カ
を
認
め
ら
れ
ん
が
ゑ
に
偽
蘭
西
法
よ
り
の
反
致
ケ
受
理
し
て
婚
姻
趨
鈴
に
関
す
る
白
図
資
質
法
を
趨
用
す
可
き
事
さ
な
る
諜
♂
C
J
A
U
4
Q
。
而
も
斯
る
反
致
を
受
理
す
可
き
も
の
ご
す
る
な
ら
ば
右
夫
婦
の
離
婚
訴
訟
の
管
轄
に
付
き
て
も
偽
図
裁
剣
所
は
蛍
事
者
の
本
因
裁
剣
所
の
管
轄
を
認
む
る
の
故
を
以
て
自
国
の
管
轄
権
を
認
め
ゴ
る
を
得
ざ
る
じ
至
る
で
は
な
い
か
。
国
、
反
致
を
認
な
る
事
に
就
い
て
は
関
係
者
は
皆
異
議
ケ
挟
ま
な
い
さ
の
理
由
に
基
づ
き
反
致
を
肯
定
せ
ん
ご
す
る
設
が
あ
る
ロ
郎
ち
例
之
伊
太
利
裁
剣
所
が
婚
姻
翠
行
の
蛍
時
伊
太
利
に
住
所
を
有
し
て
居
た
英
国
人
男
女
間
の
婚
姻
の
致
力
を
決
定
す
可
き
時
は
、
伊
太
利
法
は
之
を
蛍
事
者
の
本
因
法
た
る
英
図
決
に
送
致
し
而
も
英
国
法
は
反
f
J
て
之
を
出
国
事
者
の
住
所
地
法
た
る
伊
太
利
法
に
披
る
可
き
も
の
さ
定
め
て
居
る
。
此
の
場
合
に
於
て
伊
太
利
裁
剣
所
が
英
図
法
の
反
致
ケ
受
理
し
て
伊
太
利
賀
質
注
争
ニ
通
用
す
る
事
に
就
い
て
は
糾
伊
太
利
立
法
者
は
白
岡
資
質
法
が
英
国
人
の
利
盆
保
護
の
駄
に
於
て
英
図
の
夫
れ
に
劣
る
も
の
さ
は
信
壱
ざ
る
可
き
の
み
な
ら
子
英
図
裁
剣
官
が
其
の
図
の
買
質
法
上
の
要
件
を
兵
へ
玄
る
も
猶
ほ
伊
太
利
寅
質
注
上
の
要
件
を
具
ふ
る
の
故
を
以
て
英
国
々
際
私
法
に
於
げ
る
反
致
担
論
..L. 
ノ、
商
業
主
経
涛
六
回
有
放
さ
認
む
可
き
事
件
を
伊
太
利
が
無
放
ご
剣
決
す
可
き
理
由
な
き
を
以
て
、
本
件
に
付
き
反
致
を
受
理
す
る
事
に
濁
し
不
服
を
唱
へ
ず
る
は
勿
論
で
あ
り
、
併
英
図
立
法
者
も
伊
太
利
裁
剣
所
は
恰
も
英
図
裁
剣
官
の
な
す
が
如
き
剣
決
&
下
す
の
で
あ
る
か
ら
亦
異
論
の
あ
る
可
き
筈
は
な
い
、
仲
克
に
蛍
事
者
も
其
の
故
図
に
於
け
る
ご
同
様
の
剣
決
訟
受
く
る
の
で
あ
る
か
ら
之
に
苦
情
を
述
ぺ
得
可
き
道
理
は
な
い
。
新
く
し
て
凡
て
の
者
は
溺
足
し
て
居
る
。
故
に
反
致
は
之
を
受
理
す
可
き
で
あ
る
さ
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
此
の
設
に
濁
し
て
は
ぺ
1
ト
は
次
の
如
き
プ
ザ
ッ
ア
イ
が
加
へ
た
る
批
難
を
以
て
自
己
の
批
、
静
に
代
へ
て
居
る
。
(
上
潟
三
二
百
八
)
一
因
の
図
際
私
治
的
規
定
が
準
披
法
さ
L
て
他
図
法
を
指
定
す
る
は
其
の
立
法
者
が
右
他
図
法
の
適
用
を
法
律
率
上
必
要
な
り
さ
解
し
た
る
結
果
で
あ
っ
て
上
過
の
議
論
争
】
容
る
可
き
限
b
で
は
な
い
。
T-H
、ぺ
1
ト
は
バ
バ
リ
ア
司
治
省
に
於
け
る
首
脳
者
の
T
'
A
 
一
員
た
り
し
YFω
∞の
]5の
]
]
が
入
九
五
年
5
r
sぱ
N
の一
2
0
ロュ
F
〈
に
後
表
し
た
る
論
文
を
引
用
し
之
に
左
記
の
如
き
意
味
の
批
評
を
下
し
て
居
る
。
(
上
掲
三
五
頁
以
下
)
ジ
ユ
ネ
Y
は
園
家
が
各
図
立
法
擁
の
支
配
範
囲
を
定
な
る
の
穣
限
問
題
に
付
き
て
の
み
論
性
ん
ご
し
た
の
で
あ
っ
て
反
致
問
題
に
鯖
る
、
の
意
思
が
無
か
っ
た
事
は
明
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
此
の
二
問
題
は
互
に
密
接
な
る
関
係
含
有
す
る
が
故
に
彼
の
所
論
は
結
局
に
於
て
反
致
問
題
に
及
ん
で
居
る
。
ジ
ユ
ネ
U
Y
は
論
じ
て
臼
く
、
立
注
者
の
任
務
は
白
園
立
治
権
の
支
配
範
国
の
み
な
ら
十
凡
て
の
外
周
立
法
雄
の
支
配
範
囲
を
も
定
む
る
に
在
b
さ
の
見
解
が
一
般
に
行
は
れ
て
居
る
が
、
此
の
見
解
の
結
果
ご
し
て
一
一
凶
裁
剣
官
は
自
図
注
律
の
泡
用
範
固
に
属
す
る
も
の
に
付
き
で
は
他
閣
の
治
律
を
迩
用
す
る
を
得
な
い
さ
の
原
理
が
成
立
す
る
ロ
而
も
如
何
な
る
図
家
さ
雄
全
世
界
、
人
類
全
位
、
凡
て
の
法
律
関
係
に
劃
す
る
白
園
立
治
の
支
配
営
請
求
し
得
可
き
も
の
で
は
な
い
。
其
の
範
囲
に
は
自
ら
一
定
の
制
限
が
存
す
る
。
或
る
場
所
、
人
‘
法
律
関
係
に
し
て
特
定
の
立
法
権
の
支
配
外
に
属
す
可
き
ぜ
き
は
右
立
治
権
園
は
何
園
が
之
等
の
場
所
、
入
、
法
律
関
係
上
に
支
配
擦
を
有
す
可
き
や
を
決
定
す
可
き
最
終
の
権
限
を
有
た
な
い
の
で
あ
る
。
一
一
図
立
法
者
に
し
て
自
国
裁
剣
官
に
よ
り
て
決
定
せ
ら
る
可
き
事
件
に
関
す
る
限
b
地
球
上
一
切
の
立
法
権
の
支
配
範
図
を
定
め
且
つ
他
図
法
律
関
係
に
闘
し
自
困
裁
剣
所
に
出
訴
せ
ら
れ
た
る
の
故
を
以
て
之
を
偏
に
法
廷
地
訟
の
指
定
す
る
法
律
に
服
従
せ
し
め
ん
ご
す
る
事
の
専
担
に
夫
す
る
は
猶
ほ
之
等
の
他
国
法
英
国
々
際
忍
訟
に
於
げ
る
反
致
坦
論
六
五
商
業
之
経
沼
ムハムハ
律
関
係
に
直
接
白
図
々
内
法
を
遁
用
せ
ん
さ
す
る
事
の
不
蛍
な
る
さ
同
断
で
あ
る
。
一
因
裁
剣
官
が
特
定
の
事
件
に
付
き
特
定
の
外
国
法
を
、
適
用
す
る
は
其
の
外
図
法
が
蛍
然
本
件
に
泡
用
せ
ら
る
可
き
事
を
要
求
す
る
が
匁
で
あ
る
。
裁
剣
図
が
其
の
外
図
法
の
通
用
に
付
き
最
終
の
決
定
権
を
有
し
た
る
が
結
局
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
ぺ
1
ト
は
ジ
ユ
ネ
Y
の
此
の
最
後
の
一
句
印
ち
一
因
裁
剣
官
が
特
定
の
事
件
に
付
き
特
定
の
外
図
法
、
営
通
用
す
る
は
其
の
外
図
法
が
砂
田
一
然
本
件
に
趨
用
せ
ら
る
可
き
事
ケ
要
求
す
る
が
結
局
で
あ
る
さ
の
語
・
}
そ
震
に
反
致
を
認
む
る
も
の
な
り
さ
し
而
も
此
の
観
念
は
濁
逸
の
図
際
私
治
的
規
定
の
草
案
を
作
出
し
た
る
グ
i
プ
ρ
Y
ト
の
所
謂
外
図
漆
の
遁
用
さ
る
〉
は
右
外
図
法
が
之
合
欲
す
る
が
ゑ
に
は
あ
ら
宇
し
て
図
内
訟
が
右
外
国
治
の
趨
用
bA-
定
な
る
が
結
局
で
あ
る
さ
の
所
設
さ
正
反
濁
で
あ
っ
て
、
濁
逸
図
際
私
治
的
規
定
(
民
法
施
行
法
)
は
遂
に
ジ
ユ
ネ
Y
さ
全
然
異
れ
る
態
度
に
出
で
た
さ
設
さ
、
以
て
グ
l
プ
.>、
ノレ
ト
の
見
解
が
正
蛍
で
あ
り
従
て
彼
の
所
論
よ
り
生
子
可
き
反
致
肯
定
論
亦
茨
れ
る
事
な
暗
示
し
た
の
で
あ
る
。
V
、ぺ
I
ト
は
〈
・
国
号
の
反
致
に
関
す
る
児
解
を
次
の
如
〈
説
明
し
て
居
る
(
上
拐
四
一
頁
以
下
)
の
邑
2
1
0
誇
ぷ
l
y
図
際
私
法
の
理
論
及
び
買
際
(
二
O
八
頁
乃
至
二
一
O
頁
己
依
れ
ば
、
バ
I
Y
は
各
図
々
際
私
法
の
街
突
を
分
っ
て
積
極
的
街
突
及
び
消
極
的
街
突
の
ニ
ご
し
て
居
る
。
凶
際
私
法
の
積
極
的
衝
突
さ
は
例
之
、
死
己
の
蛍
時
英
国
に
住
所
を
有
し
た
る
伊
太
利
人
の
逃
し
た
る
勤
産
相
続
事
件
に
於
て
英
伊
南
闘
が
共
に
白
図
法
の
支
配
を
主
張
す
る
が
加
〈
係
争
事
件
に
付
き
二
個
の
立
法
が
共
に
自
己
の
支
配
権
ケ
主
張
す
る
事
ご
な
る
場
〈
口
訟
指
し
、
消
極
的
街
突
ご
は
其
の
反
濁
の
場
合
-
即
ち
例
之
、
住
所
地
た
る
伊
太
利
に
於
て
死
巳
し
た
る
英
国
人
の
勤
産
相
続
事
件
に
於
け
る
が
如
く
各
立
法
が
共
に
其
の
支
配
棋
を
他
固
に
譲
る
事
さ
な
る
場
合
ケ
謂
ふ
の
で
あ
る
。
反
致
問
題
の
生
、
?
可
き
は
後
者
印
ち
消
極
的
街
突
の
場
合
で
あ
っ
て
.
バ
I
Y
は
此
の
場
合
に
於
て
は
反
致
の
結
果
に
賛
同
の
立
佐
明
示
し
て
居
る
。
而
し
て
バ
I
Y
の
此
の
態
度
は
一
入
九
入
年
g
z
r
m一
宮
島
ユ
沖
・
に
於
け
る
彼
の
論
文
二
七
七
頁
乃
至
一
入
入
百
八
)
及
び
一
九
O
O
年
図
際
法
的
学
合
(
H
E
Z
E門
(}O(】「
O
R
E
S
E一0
5一
)
に
於
け
る
彼
の
所
論
に
於
て
も
明
に
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
-
一
九
O
O
年
図
際
法
卒
舎
に
於
け
る
バ
I
Y
の
提
案
は
次
の
遮
で
あ
る
。
ー
、
各
裁
剣
所
川
他
国
決
適
用
-
一
関
λ
y
自
図
規
定
-
一
従
プ
可
ジ
日
目
、
但
他
図
治
-
一
ジ
ア
次
ノ
規
定
ヲ
ナ
ス
場
合
ニ
於
-
プ
ρ
裁
剣
所
ρ
自
国
法
上
特
別
ノ
反
英
国
々
際
忍
法
に
於
げ
る
反
致
理
論
六
七
商
栄
吉
経
済
ムハ入
調
規
定
ナ
キ
限
η
ノ
図
際
私
法
上
ノ
原
則
ニ
従
ヒ
右
他
図
法
ノ
定
ム
Y
所
ニ
従
ρ
+
J
Y
可
カ
ク
ス
a
、
他
図
法
ノ
規
定
ニ
ジ
ア
外
図
ニ
在
Y
自
図
人
ノ
麗
人
法
ρ
其
者
ノ
住
所
地
ノ
治
律
若
ク
川
静
回
一
該
行
ゑ
ノ
ナ
ナ
レ
タ
Y
地
ノ
法
律
ナ
η
ノ
ト
定
ム
Y
ト
キ
b
、
二
個
以
上
ノ
他
閣
法
規
定
カ
何
V
モ
係
争
事
件
ハ
蛍
然
英
中
ノ
一
ヶ
図
ノ
治
律
-
一
波
Y
可
キ
モ
ノ
ナ
Y
コ
ト
ヲ
認
ム
Y
ト
キ
mw
は
例
之
.
伊
太
利
じ
住
所
&
ゼ
有
す
る
英
国
人
の
賂
姻
能
力
に
就
き
で
は
治
廷
地
法
た
る
伊
太
利
法
は
之
を
蛍
事
者
の
本
因
法
た
る
英
間
決
に
擦
る
可
き
も
の
ご
定
め
而
も
英
国
法
は
反
っ
て
之
を
静
岡
事
者
の
住
所
地
注
た
る
伊
太
利
治
に
披
る
可
き
も
の
ぎ
定
な
る
が
故
に
斯
る
場
令
に
於
て
は
伊
太
利
裁
剣
所
は
伊
太
利
資
質
法
令
』
適
用
す
可
し
さ
す
る
の
で
あ
っ
て
バ
1
Y
が
此
の
結
果
に
賛
同
せ
る
論
披
は
次
の
駄
に
在
る
。
印
ち
上
例
仁
於
て
英
図
は
私
法
の
沼
周
に
付
き
で
は
外
図
に
在
る
白
図
民
を
自
国
民
ご
し
て
取
扱
ふ
事
を
拒
絶
し
て
居
る
、
投
一
一
一
目
す
れ
ば
私
法
の
絡
図
じ
於
て
は
此
の
場
合
菜
園
の
図
籍
な
る
も
の
は
存
在
せ
な
い
の
で
あ
る
。
従
て
伊
太
利
裁
剣
官
は
白
岡
治
の
定
ひ
る
所
た
る
蛍
事
者
の
本
閣
法
を
遁
用
す
る
能
は
、
ざ
る
が
放
に
疑
は
し
・
さ
場
合
に
於
て
は
法
廷
地
の
治
体
を
適
用
す
可
し
さ
の
理
由
に
依
b
若
く
は
本
図
法
無
き
さ
き
は
伊
太
利
が
人
事
の
準
波
注
ざ
し
て
本
因
法
主
義
を
採
用
す
る
以
前
に
用
ひ
た
る
住
所
地
法
主
義
の
再
用
を
認
な
る
の
外
な
し
さ
の
涯
由
に
よ
b
伊
太
利
賀
質
法
佐
治
用
す
可
き
で
あ
る
さ
な
す
の
で
あ
る
。
mw
は
バ
I
Y
が
上
掲
回
答
B
5
N仏
2
0
}
】ユ
Fω
・
5
に
掲
げ
た
る
例
に
よ
れ
ば
次
の
如
き
場
令
で
あ
る
。
婚
姻
能
力
の
準
披
法
に
付
き
本
図
治
主
義
守
採
用
せ
る
A
図
の
人
民
甲
が
其
の
住
所
地
に
し
て
且
つ
右
の
黙
に
付
き
同
じ
く
本
図
法
主
義
に
披
れ
る
B
図
に
於
て
B
図
の
方
式
規
定
に
従
ひ
A
図
人
乙
ご
婚
姻
し
た
る
場
合
に
於
て
は
A
B
園
共
に
其
の
婚
姻
の
始
以
カ
は
A
固
法
の
定
な
る
所
に
披
る
可
き
も
の
な
る
事
を
認
め
て
居
る
。
故
に
若
し
後
に
到
っ
て
婚
姻
能
力
に
付
き
住
所
地
法
主
義
を
採
用
せ
る
C
図
の
裁
剣
所
に
右
婚
姻
の
放
カ
に
閲
し
訴
訟
が
提
起
さ
る
〉
さ
も
C
図
裁
剣
所
は
蛍
事
者
の
住
所
地
法
た
る
B
闘
の
質
質
訟
に
従
ひ
其
の
有
致
無
殺
を
決
定
す
る
を
符
な
い
、
必
十
A
B
ニ
図
の
共
に
認
め
た
る
A
図
質
質
法
じ
操
る
可
し
三
す
る
の
で
あ
る
。
又
一
見
に
A
図
人
甲
が
其
の
住
所
地
た
る
B
図
に
於
て
死
む
し
A
B
図
共
に
相
続
に
付
き
て
は
被
相
緩
人
の
本
因
法
印
ち
A
図
法
に
採
る
可
き
も
の
さ
定
な
る
結
果
乙
が
其
の
相
務
人
さ
英
図
々
際
祇
法
日
於
げ
る
反
致
理
論
ムハ九
商
1
業
主
経
済
七
O 
指
定
さ
れ
た
る
さ
き
は
、
後
に
到
b
乙
が
相
続
に
付
き
被
相
続
人
の
住
所
地
法
主
義
を
採
用
せ
る
C
図
の
裁
剣
所
に
自
己
の
相
絞
し
た
る
債
樫
の
債
務
者
を
訴
へ
た
る
場
合
に
於
て
も
C
図
裁
剣
所
は
一
被
相
続
人
の
住
所
地
治
郎
ち
B
図
法
に
よ
れ
ば
乙
は
其
の
・
相
続
人
た
ら
ぎ
る
旨
の
債
務
者
の
抗
措
に
拘
は
ら
や
J
A
B
困
の
共
に
是
認
し
た
る
A
図
資
質
治
の
通
用
に
従
ひ
乙
の
相
続
樫
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
さ
言
ふ
の
で
あ
る
。
バ
I
Y
は
上
掲
例
示
の
場
合
に
C
図
裁
剣
所
が
(
自
問
々
際
私
法
規
定
の
指
定
す
る
他
図
注
の
反
致
を
認
め
子
)
偏
に
其
の
他
闘
の
資
質
法
舎
趨
用
す
可
き
も
の
ご
す
る
さ
き
は
極
め
て
不
合
理
な
る
結
果
に
到
達
す
可
し
さ
し
次
の
如
〈
逃
ぺ
て
居
る
。
上
過
二
個
の
例
一
不
は
反
致
合
拒
否
す
る
事
が
凡
て
の
漆
律
関
係
を
紛
乱
に
陥
ら
し
む
る
事
を
詮
閉
し
て
居
る
。
何
人
さ
雄
利
害
関
係
人
が
訴
訟
や
」
提
起
す
る
迄
如
何
な
る
裁
剣
所
に
事
件
が
繋
属
し
如
何
な
る
原
則
b
二
法
廷
地
泌
が
採
用
す
可
き
や
争
二
探
知
す
る
事
は
出
来
な
い
。
併
し
乍
ら
図
際
私
法
の
規
定
に
し
て
各
図
法
律
の
支
配
格
限
営
定
む
る
も
の
ご
し
て
制
定
さ
れ
た
る
も
の
た
る
以
上
は
C
図
の
裁
剣
所
は
前
例
の
各
場
合
に
於
て
「
甲
乙
婚
姻
の
時
又
は
甲
の
相
続
開
始
の
時
に
際
し
で
は
A
図
法
若
く
は
B
図
法
が
支
配
権
限
含
有
し
而
も
此
の
弱
者
は
A
図
法
を
以
て
其
の
支
配
法
ご
認
な
る
事
に
同
意
し
た
る
が
故
に
A
図
法
が
砂
田
該
事
件
の
法
律
関
係
争
』
確
立
し
た
の
で
あ
る
。
他
の
如
何
な
る
法
律
ご
雄
其
の
定
め
た
る
所
を
愛
一
見
す
可
き
権
限
は
な
い
。
此
の
故
に
本
件
は
A
閣
法
の
定
な
る
所
に
従
っ
て
決
定
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
さ
剣
決
す
る
の
で
あ
る
。
J
へ
I
ト
は
右
の
如
く
バ
I
Y
の
見
解
を
説
明
し
た
る
後
次
の
如
き
意
味
に
於
て
之
を
批
評
し
て
居
る
。
ゆ
と
l
y
自
身
も
認
む
よ
〈
属
人
法
皇
準
ざ
し
て
蛍
事
者
の
園
籍
含
採
用
す
る
事
に
謝
す
る
例
外
に
、
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
蛍
事
者
の
本
因
泌
が
同
一
事
件
に
付
き
図
籍
以
外
の
標
準
を
採
用
せ
る
場
合
に
於
て
は
本
図
法
を
適
用
す
る
み
ぜ
得
な
い
さ
一
一
一
一
ロ
ふ
に
止
ま
る
。
而
も
此
の
例
外
ケ
認
h
u
可
し
さ
す
る
バ
I
Y
の
論
擦
は
カ
l
y
が
FoEmuω
T
F
F
5
Y
M
Mハ
Mハ・
ω・
ω
u
に
於
て
指
摘
せ
る
が
如
〈
相
療
に
閲
す
る
偽
蘭
西
泌
さ
伊
太
利
法
ご
の
街
突
の
如
き
場
合
に
於
て
は
全
く
之
を
用
ふ
る
訟
得
な
い
の
で
あ
る
。
郎
も
伊
太
利
法
は
之
を
死
者
の
本
図
法
に
採
る
可
き
も
の
さ
し
偽
関
西
法
は
之
を
死
者
の
住
所
地
法
に
挨
る
可
き
も
の
さ
し
て
居
る
。
(
偽
民
一
O
俊
~
併
し
乍
ら
偽
関
商
法
は
相
続
に
付
き
て
の
み
住
所
地
決
主
義
ケ
採
用
し
て
居
る
の
で
あ
っ
て
其
の
他
の
場
合
に
於
て
は
属
人
法
は
蛍
事
者
の
本
図
訟
な
り
ご
定
め
て
居
る
。
f
.
仰
民
三
保
)
故
に
〆
l
y
さ
錐
此
の
場
合
英
図
々
際
犯
訟
に
於
げ
る
反
致
理
論
七
商
業
さ
経
済
七
に
付
き
で
は
私
法
の
範
固
に
於
て
は
図
籍
な
し
之
は
言
ふ
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ゆ
に
す
る
バ
I
Y
の
主
張
に
濁
し
て
は
ぺ
居
な
い
。
併
し
乍
ら
カ
1
Y
が
ー
ト
は
直
接
何
等
批
難
の
墜
を
放
っ
て
同
ユ
門
・
〈
目
。
円
門
otmw}】
吋
g
ω
c
rユ
「
門
岳
円
。
2
2認め
σ
E
M
m
U
5
0
3
m・
0
M
M
に
於
て
指
摘
し
た
る
所
郎
ち
此
の
黙
に
関
す
る
バ
I
Y
の
主
張
は
常
に
外
図
々
際
私
法
的
規
定
に
注
視
し
之
を
調
査
す
可
き
事
T
要
求
し
従
て
一
図
の
剣
事
に
重
大
な
る
負
擦
を
課
す
る
に
至
る
も
の
た
る
事
を
拐
記
し
て
之
を
批
難
す
る
の
意
思
念
‘
暗
示
し
た
の
で
あ
る羽
、
ぺ
1
ト
は
更
に
法
律
の
材
料
ご
し
て
の
治
律
さ
強
制
カ
を
有
す
る
注
律
ご
伝
広
別
す
る
事
に
依
っ
て
反
致
理
論
の
結
果
に
賛
同
せ
る
肉
。
一
号
】
(
守
口
ヨ
と
Q
S
F
5
2
所
載
)
の
主
張
を
次
の
如
く
紹
分
し
て
居
る
(
上
拐
四
五
百
八
以
下
)
。
カ
イ
デ
Y
は
例
之
英
図
裁
剣
所
が
伊
太
利
に
住
所
を
有
す
る
英
図
人
の
(
動
産
底
分
に
関
す
る
)
遺
品
一
一
口
能
カ
を
決
定
す
可
き
芯
き
は
、
英
国
々
際
私
治
に
よ
れ
ば
本
件
は
静
岡
事
者
の
住
所
地
注
た
る
伊
太
利
賀
質
法
の
定
h
u
る
所
に
挨
る
可
き
で
あ
る
。
{
但
伊
太
利
図
際
私
訟
は
反
っ
て
之
を
英
図
買
質
注
に
操
る
可
き
も
の
さ
定
め
で
居
る
)
然
る
に
伊
太
利
は
遺
言
能
カ
に
関
す
る
自
国
民
注
七
六
三
僚
を
伊
太
利
の
飯
土
内
に
於
て
而
も
伊
太
利
人
に
釣
し
て
の
み
法
律
さ
し
て
強
行
し
英
図
人
に
お
し
て
は
之
を
法
律
ざ
し
て
強
行
せ
ん
ざ
し
て
居
な
い
。
郎
も
本
問
題
に
謝
し
て
は
右
伊
太
利
民
法
の
規
定
は
所
謂
訟
律
の
材
料
た
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
蛍
然
趨
用
せ
ら
る
可
き
殺
カ
ケ
持
た
な
い
の
で
あ
る
。
故
此
の
場
合
に
於
て
裁
剣
官
は
英
国
主
権
の
代
表
者
ご
し
て
英
国
に
住
所
を
有
す
る
英
国
人
の
み
な
ら
歩
遺
言
能
力
の
準
採
法
に
付
き
本
因
法
主
義
を
採
用
せ
る
図
に
住
所
を
有
す
る
英
図
人
に
濁
し
で
も
遺
言
能
力
に
関
す
る
白
図
寅
質
注
の
強
制
力
を
認
h
u
る
を
得
ぜ
な
す
の
で
あ
る
。
(
郎
ち
此
の
結
果
は
狭
義
の
反
致
に
相
蛍
す
る
)
併
し
乍
ら
英
国
裁
剣
所
が
伊
太
利
に
住
所
を
有
す
る
偽
蘭
西
人
の
遺
言
能
力
を
決
定
す
可
き
場
令
の
如
〈
、
英
国
の
謝
人
主
権
に
も
飯
土
主
権
に
も
服
せ
ざ
る
者
の
遺
言
能
力
に
付
き
で
は
英
図
主
権
は
干
渉
す
可
き
権
限
を
有
せ
子
、
伊
図
主
権
も
白
図
民
法
七
六
三
僚
を
偽
図
人
に
趨
用
せ
ん
さ
な
さ
い
v
る
が
故
に
、
偽
図
主
権
が
偽
図
人
に
通
用
す
可
く
定
め
た
る
偽
図
賃
質
泌
を
趨
用
す
可
し
ご
す
る
の
で
あ
る
(
此
の
結
果
は
庚
義
の
反
致
の
一
場
令
た
る
所
謂
再
致
に
相
蛍
す
る
)
。
ペ
1
ト
は
右
カ
イ
デ
Y
の
見
解
に
蛍
し
批
評
を
加
へ
て
居
る
が
(
上
掲
四
六
頁
以
下
)
之
を
直
接
に
攻
撃
す
る
文
言
は
用
ひ
て
居
な
い
。
日
疋
れ
蓋
し
ぺ
1
ト
が
一
図
々
際
私
法
上
他
英
国
々
際
私
法
巳
於
げ
る
反
致
担
論
七
商
業
さ
経
済
七
四
図
法
に
活
致
す
る
旨
の
規
定
は
右
他
園
の
寅
質
法
に
送
致
す
る
も
の
で
あ
る
さ
の
刀
イ
J
ア
Y
の
見
解
に
共
鳴
を
戚
じ
た
結
果
で
あ
っ
て
彼
の
反
致
賛
同
論
を
理
由
あ
り
さ
認
め
た
結
果
で
は
あ
る
ま
い
ご
考
へ
ら
れ
る
。
此
の
事
は
ぺ
1
ト
が
カ
イ
デ
Y
の
鰭
詮
法
の
寅
際
的
債
依
は
、
法
廷
地
決
ご
し
て
の
英
図
泌
が
蛍
事
者
の
住
所
地
法
た
る
伊
太
利
法
に
送
致
し
而
も
伊
太
利
法
は
之
ケ
蛍
事
者
の
本
因
法
た
る
英
国
治
に
反
致
せ
る
が
如
き
事
件
に
於
て
、
反
致
是
認
さ
同
一
の
結
果
を
欲
す
る
英
図
裁
剣
官
を
し
て
他
図
々
際
私
泌
を
顧
慮
せ
子
備
に
自
図
々
際
私
訟
の
定
h
u
る
所
に
よ
り
営
事
者
の
住
所
地
の
賢
質
泌
を
遊
用
す
ご
の
立
脚
地
を
固
守
し
つ
k
A
而
も
本
件
に
封
し
て
は
住
所
地
に
は
材
料
ざ
し
て
の
治
律
存
す
る
の
み
に
で
住
所
地
法
印
ち
強
制
力
を
有
す
る
法
律
存
せ
ざ
る
が
故
に
自
国
質
賃
法
を
以
て
右
住
所
地
の
質
質
泌
に
代
用
す
る
の
外
な
し
さ
の
論
披
を
興
ふ
る
の
賂
に
存
す
さ
な
し
っ
、
而
も
他
面
此
の
カ
イ
デ
Y
の
議
論
は
反
致
を
否
認
せ
ん
ご
す
る
裁
剣
官
診
し
て
右
の
事
件
に
於
て
英
図
主
様
の
代
表
者
ざ
し
て
、
伊
太
利
法
に
由
来
す
る
材
料
ざ
し
て
の
注
律
に
強
制
力
&
附
奥
し
以
て
之
を
自
図
質
質
治
に
代
用
せ
し
む
る
の
根
擦
を
も
奥
ふ
る
者
た
る
事
&
注
意
す
可
し
さ
な
し
、
カ
イ
デ
Y
の
見
解
が
必
十
し
も
反
致
賛
同
論
に
謝
し
て
の
み
役
立
つ
も
の
に
非
ざ
る
事
を
指
摘
せ
る
に
徴
し
て
も
明
で
あ
る
。
ぺ
I
ト
は
以
上
反
致
理
論
若
く
は
其
の
結
果
に
賛
同
す
る
諸
説
ケ
批
剣
し
た
る
後
一
見
に
反
致
理
論
ケ
非
な
b
ご
す
る
諸
設
を
次
の
如
く
説
明
し
て
居
る
。
四
、
一
図
の
立
注
者
が
特
定
事
件
の
準
波
法
ざ
し
て
他
国
手
ゲ
』
指
示
す
る
は
右
立
法
者
一
か
此
他
図
寅
質
泌
を
以
て
蛍
該
事
件
の
解
決
に
付
き
最
も
通
蛍
な
b
さ
思
惟
し
た
る
結
果
で
あ
る
ご
の
C
F小
(
』
o
c
E
P
-
Q
5
0♂
同
∞
ぷ
カ
-
H
H
)
弁
に
C
Z
(
T
E
E
-
Q
5
2
]
∞c
p
七・
ω山
口
)
の
主
張
ケ
掲
記
し
、
一
図
々
際
私
法
の
基
礎
は
治
的
保
理
に
在
る
。
砂
く
さ
も
巽
の
立
注
者
・
の
限
に
映
じ
た
る
法
的
保
理
の
上
に
築
か
れ
る
も
の
で
ゐ
っ
て
、
従
て
図
際
私
注
の
基
礎
は
図
際
雄
一
誌
に
存
す
ご
の
立
脚
黙
よ
b
裁
剣
図
の
図
際
私
訟
が
特
定
の
事
件
の
解
決
を
困
際
・
友
誼
上
他
図
法
に
譲
れ
る
に
拘
は
ら
ヂ
右
他
図
法
が
此
の
移
譲
を
受
納
せ
ざ
る
さ
き
は
裁
剣
図
は
蛍
然
自
園
質
問
只
法
を
通
用
す
る
の
外
な
し
さ
す
る
一
種
の
反
致
是
認
論
の
如
き
は
今
日
に
於
て
は
最
早
一
一
風
に
も
値
せ
予
さ
迷
ぺ
て
居
る
。
f
上
掲
四
七
頁
以
下
)
川
、
次
に
ぺ
1
ト
は
上
掲
四
九
頁
以
下
に
於
て
所
謂
反
致
理
論
な
る
も
の
は
法
の
送
致
す
る
他
図
法
さ
は
其
の
他
国
の
一
図
々
際
私
一
切
の
治
律
従
て
其
の
図
際
な
法
的
規
定
を
も
包
合
す
る
も
の
ご
解
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
右
他
国
の
図
際
私
法
的
規
定
に
よ
り
詮
致
せ
ら
る
〉
法
律
の
意
義
も
亦
上
越
一
切
の
法
律
の
義
に
解
せ
な
け
れ
ば
な
ら
英
国
々
際
悲
法
に
於
げ
る
反
致
理
論
七
五
商
業
さ
経
済
七
六
ぬ
結
果
ざ
し
て
、
例
之
甲
図
法
は
乙
図
の
一
切
の
漆
律
に
送
致
し
而
も
乙
園
注
は
反
っ
て
之
を
甲
園
の
一
切
の
法
律
に
送
致
す
る
事
ざ
な
っ
て
際
限
な
き
循
環
。
宵
己
ロ
ユ
ロ
R
E
s
z
r
に
陥
る
が
故
に
遂
に
之
ケ
用
ふ
る
能
は
や
ご
断
定
し
.
此
の
結
を
論
じ
て
反
致
理
論
を
図
際
法
上
の
庭
球
な
b
ざ
し
ず
1
グ
ア
1
ぜ
レ
ジ
1
グ
ア
ー
が
互
に
訂
も
令
ふ
限
b
問
題
は
解
決
せ
宇
ε
唆
へ
る
出
口
N
N
怠
(
同
一
口
己
ou
℃
・
吋
吋
の
見
解
弁
じ
之
を
論
理
上
の
鏡
部
屋
に
陣
営
へ
て
数
個
の
鏡
が
互
に
反
映
す
る
場
令
の
如
〈
反
致
理
論
は
問
題
の
解
決
を
無
限
に
延
長
す
る
も
の
な
る
事
を
指
摘
せ
る
円
谷
口
(
出
戸
。
ユ
ロ
m
J
T
Z
Eの]
H
M
Q
U
♂
ω・
ωω)
の
設
を
紹
介
し
、
或
結
に
於
て
反
致
の
結
果
を
可
な
b
ぜ
せ
る
〆
I
Y
の
如
き
も
(
ジ
レ
ザ
ハ
ピ
1
叩
一
降
、
図
際
私
法
.
の
理
論
及
び
買
際
二
O
九
頁
」
所
謂
反
致
理
論
が
採
用
す
る
を
得
ぎ
る
循
環
論
治
な
る
事
を
認
な
る
旨
を
明
に
し
て
居
る
。
而
し
て
更
に
ヲ
イ
ス
(
尽
件
。
p
b
C
H
Z
C
0
2
同)門戸広告の己の
己円。一二三の門口仰に
CHE--)江
〈
小
二
O
B
O
E
u
日)・∞
O
)
が
循
環
論
を
駁
し
反
致
迎
論
を
擁
護
す
可
く
設
け
る
所
、
郎
ち
身
分
能
力
に
附
き
準
採
す
可
き
賞
事
者
の
本
図
法
が
一
見
に
其
の
住
所
地
注
に
反
致
す
る
場
令
に
於
て
は
其
の
反
致
は
住
所
地
の
資
質
治
に
濁
す
る
も
の
で
あ
っ
て
其
の
図
際
私
法
的
規
定
に
劃
す
る
も
の
で
な
い
か
ら
所
謂
循
環
は
此
の
場
合
に
生
ヂ
る
も
の
で
な
い
ご
の
所
論
を
紹
介
し
.
此
の
ヲ
イ
ス
の
議
論
は
反
致
理
論
を
し
て
循
環
論
法
よ
り
救
出
す
る
唯
一
の
遁
路
な
る
も
而
も
此
の
設
は
本
図
法
に
濁
す
る
送
致
を
其
の
切
の
法
律
に
蛍
す
る
送
致
三
解
し
本
図
法
よ
b
住
所
地
法
に
謝
す
る
送
致
に
限
b
其
の
貫
質
法
に
相
到
す
る
な
致
ご
解
蒋
せ
ん
さ
す
る
も
の
な
る
が
故
に
論
理
の
徹
底
子
侠
き
到
底
容
認
す
可
か
ら
ざ
る
読
な
b
ご
攻
撃
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
区
、
ぺ
I
ト
は
更
に
上
掲
五
一
頁
以
下
に
於
て
ωカ
l
y
(
子
。
己
認
ぷ
Y
F
r
zの
r
u内
凶
凶
)
が
所
謂
再
致
の
場
合
に
於
け
る
循
環
の
例
ご
し
て
掲
げ
た
る
所
、
郎
ち
偽
図
裁
剣
所
が
米
闘
に
住
所
を
有
す
る
訟
日
魯
西
人
が
普
魯
西
に
於
て
締
結
し
た
る
契
約
に
関
す
る
契
約
能
力
企
決
定
す
可
き
場
合
に
於
て
は
法
廷
地
法
ご
し
て
の
偽
蘭
商
法
(
民
法
三
俊
)
は
本
図
法
た
る
普
魯
西
泌
に
、
普
魯
西
訟
(
普
魯
西
川
治
二
三
保
!
現
行
締
逸
民
法
施
行
法
以
前
に
行
は
れ
た
る
も
の
)
は
住
所
地
法
た
る
米
国
法
に
、
而
も
米
図
治
は
契
約
地
法
た
る
普
魯
西
注
に
各
送
致
し
孫
に
米
国
泌
さ
並
日
魯
西
法
問
に
循
環
の
生
子
る
さ
せ
る
例
&γ
引
昭
一
し
、
向
此
の
カ
ー
ン
の
見
解
に
濁
す
る
N
止
め
]
日
日
5
2
・可
-
H
F
H
∞ミ・
ω・
区
一
)
の
批
難
印
ち
凡
て
の
解
秤
は
合
理
的
な
る
結
果
ケ
目
的
ご
し
て
奥
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ヵ
I
Y
の
奉
げ
た
る
例
に
於
て
第
一
送
致
図
印
ち
倒
閣
の
図
際
私
法
的
規
定
が
被
送
致
図
た
る
普
魯
西
の
一
切
の
注
律
に
送
致
す
る
の
故
を
以
て
品
川
日
魯
西
法
よ
り
米
国
法
へ
の
送
致
を
も
蛍
然
此
の
意
義
に
英
図
々
際
悲
訟
に
於
げ
る
反
致
担
論
七
七
商
業
主
経
済
七
A 
解
せ
.
さ
る
可
か
ら
ざ
る
の
理
な
し
さ
し
本
場
合
に
於
て
は
米
図
賃
質
法
を
趨
用
す
可
し
ご
す
る
の
主
技
並
何
回
号
(
出
与
え
ω
N
の円台。
]
E
F
H
∞∞
w
∞・
5
∞
)
が
同
じ
く
右
カ
l
y
の
見
解
に
加
へ
た
る
批
難
郎
も
本
場
合
に
於
て
は
住
所
地
法
た
る
米
図
法
、
本
図
法
た
る
普
魯
西
法
、
行
結
局
地
法
た
る
普
魯
西
治
の
就
れ
か
い
蛍
事
者
の
契
約
能
力
の
有
無
を
決
定
す
可
き
樫
限
を
有
す
る
法
律
で
あ
り
‘
而
も
之
等
並
日
米
二
図
法
は
本
因
法
を
越
用
せ
や
J
住
所
地
注
た
る
米
図
訟
を
第
一
に
沼
周
す
可
き
事
に
同
意
し
て
居
る
。
而
て
米
図
絵
の
規
定
の
正
確
な
る
意
義
は
行
匁
地
治
上
無
能
力
者
た
ら
ざ
る
限
h
J
米
図
法
上
に
於
て
は
契
約
の
信
義
を
破
る
匁
め
に
主
張
せ
ん
さ
す
る
無
能
力
+
ゲ
了
認
め
が
J
ざ
す
る
に
あ
る
を
以
て
結
局
並
日
米
雨
図
笠
質
法
の
敦
れ
か
い
γ
能
力
者
さ
認
な
る
限
り
此
の
者
は
能
力
者
さ
認
め
ら
る
可
き
で
あ
る
ご
の
所
論
ケ
紹
介
し
州
更
に
J
F注
与
の
(
〉
E
5
一5
5
0
0
u
向者・
8u
さ
丞
照
)
を
し
て
本
件
を
論
・
悲
し
め
ば
必
宇
や
、
法
廷
地
法
た
る
偽
図
貫
質
法
の
趨
用
を
主
張
す
可
.
し
さ
推
断
し
川
新
の
如
く
本
件
蛍
事
者
の
契
約
能
力
含
決
定
す
可
き
法
律
に
付
き
で
は
米
国
資
質
治
説
(
チ
1
-ア
Y
マ
yγ
普
閥
買
質
法
説
(
バ
l
y
。
但
契
約
の
致
力
維
持
に
関
し
品
川
日
閤
泌
が
米
関
法
に
勝
る
之
さ
に
限
る
)
偽
図
買
質
法
設
(
ヲ
且
九
ト
レ
1
キ
)
唱
へ
ら
れ
蹄
す
る
所
な
き
が
故
に
ω反
致
ケ
是
認
す
る
ご
否
さ
に
拘
は
ら
予
本
件
の
如
き
場
合
に
於
け
る
契
約
者
の
能
力
問
題
に
付
き
で
は
一
般
保
約
を
以
て
す
る
に
あ
ら
ぎ
れ
ば
到
底
世
界
的
に
認
め
ら
る
可
き
準
挨
法
を
知
る
を
待
子
山
門
又
英
国
の
如
く
契
約
能
力
に
付
き
確
乎
た
る
図
際
私
治
的
規
定
を
有
す
る
法
制
の
下
に
於
て
は
反
致
を
論
争
る
事
は
徒
じ
其
の
規
定
の
適
用
を
不
定
な
ら
し
む
る
の
外
何
等
得
る
所
な
し
ご
結
ん
で
居
る
の
で
あ
る
。
X
、ぺ
I
ト
は
又
上
掲
五
三
頁
以
下
に
於
て
反
致
理
論
な
る
も
の
は
他
図
法
に
送
致
す
る
旨
の
一
因
々
際
私
治
的
規
定
は
右
他
図
治
会
健
に
送
致
す
る
も
の
で
あ
る
芭
の
理
論
上
に
築
か
る
〉
の
で
あ
る
が
斯
る
他
図
法
全
部
の
趨
用
は
殆
ん
ぜ
不
能
な
り
さ
し
て
此
/
の
貼
に
閲
す
る
概
略
左
記
の
如
き
出
口
N
N
P
民
(
E
H
i
o
u
℃
・
∞
ω)
の
所
論
争
』
引
用
し
て
居
る
。
プ
ザ
ヅ
ア
イ
は
臼
く
、
反
致
に
よ
り
他
国
法
全
部
の
適
用
を
期
す
る
は
不
能
で
あ
る
。
蓋
し
他
国
法
の
遁
「
用
は
先
づ
其
の
遁
用
闘
の
一
公
法
並
↓
公
の
秩
序
に
よ
b
制
限
を
受
〈
る
の
み
な
ら
や
J
、
趨
用
闘
の
↓
公
序
に
関
係
な
き
事
件
に
付
き
て
も
荷
も
渉
外
的
私
法
関
係
な
る
限
り
共
の
法
律
関
係
の
各
要
素
印
も
能
力
、
買
陸
悶
係
、
方
式
、
放
呆
の
問
題
に
付
き
で
は
各
之
に
遮
用
す
可
き
他
図
法
を
異
に
し
而
も
之
等
他
閥
訟
は
上
拐
各
要
素
の
準
披
訟
に
付
き
必
宇
し
も
同
一
態
民
に
出
で
ざ
る
が
放
に
、
此
の
遁
用
閣
の
一
公
序
に
関
係
な
き
事
件
に
於
て
す
ら
他
国
法
全
部
の
趨
用
は
殆
ん
ぎ
不
能
に
蹄
す
る
を
以
て
い
あ
る
。
例
之
、
伊
太
利
英
図
々
際
忍
訟
に
於
げ
あ
瓦
致
担
論
-b 
丸
商
業
主
経
済
入
O 
裁
剣
所
が
倫
敦
に
各
其
の
住
所
を
有
す
る
索
仙
人
さ
偽
図
婦
人
が
英
図
に
於
て
暴
行
し
た
る
婚
姻
の
放
カ
を
決
定
す
可
き
時
は
伊
固
法
は
能
力
に
付
き
で
は
各
蛍
事
者
の
本
図
法
を
趨
用
す
可
き
事
-T
命
じ
而
も
各
蛍
一
卒
者
の
本
図
た
る
索
仙
及
び
偽
図
の
閤
際
私
漆
は
此
の
問
題
に
付
き
何
れ
も
本
図
法
主
義
に
ゆ
限
れ
る
が
故
に
夫
た
る
者
に
就
き
で
は
索
仙
資
質
法
、
妻
た
る
可
き
者
に
就
き
で
は
偽
蘭
西
質
管
(
法
に
よ
っ
て
共
の
婚
姻
能
力
守
決
定
し
、
滋
に
所
謂
索
仙
並
に
偽
固
法
全
部
の
、
適
用
を
な
し
た
さ
一
式
ふ
結
果
に
な
る
。
、
併
し
乍
ら
右
婚
姻
の
方
式
に
関
し
て
は
伊
太
利
裁
剣
所
は
白
図
注
の
指
示
す
る
所
に
従
ひ
翠
行
地
法
]
O
X
F
の
一
色
。
σ
5
2
8
2
た
る
英
国
治
宏
、
適
用
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
英
図
法
は
婚
姻
能
力
に
就
い
て
は
索
仙
法
偽
関
西
治
三
異
り
住
所
地
治
主
義
に
波
れ
る
が
故
に
者
し
此
の
場
合
に
反
致
論
者
の
所
詔
一
切
の
英
図
泌
密
通
用
す
可
き
も
の
さ
す
る
な
ら
ば
婚
姻
能
力
の
賂
に
就
き
索
偽
資
質
法
ご
怨
鰯
す
る
英
図
寅
質
法
を
適
用
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
事
さ
な
る
の
で
あ
る
。
而
も
共
の
不
能
た
る
は
一
一
一
口
密
侯
た
な
い
。
従
て
本
件
は
所
認
他
図
治
会
部
を
遁
用
す
る
を
符
ぎ
る
事
件
な
の
で
あ
る
。
ぺ
I
ト
は
右
プ
ザ
ッ
ア
イ
さ
同
様
の
見
解
は
カ
I
Y
も
吉
良
ロ
m
d
吉凶「
E
o
r
uハ
凶
同
-
m
-
g
に
於
て
主
張
せ
る
事
を
指
摘
し
、
英
国
々
際
私
法
は
度
々
同
一
治
律
関
係
の
各
要
素
の
準
挨
注
ざ
し
て
各
別
の
他
国
法
を
指
定
す
る
が
故
に
上
掲
プ
ザ
ツ
ア
イ
の
議
論
は
英
図
々
際
私
治
的
学
者
に
潰
し
特
に
重
要
な
る
債
位
争
よ
句
、
ず
さ
皮
肉
っ
て
居
る
。
刻
、
ぺ
l
ト
は
最
後
に
.
一
属
人
法
に
関
し
て
反
致
若
く
は
砂
く
て
も
其
の
結
果
を
是
認
す
る
幾
多
の
立
法
例
に
謝
し
て
は
概
略
左
の
如
き
バ
1
タ
シ
の
所
設
(
同
2
5
仔
口
三
二
号
?
E
Z
O
B
F
M
M
M
所
裁
)
を
援
用
し
て
斯
の
如
き
規
定
は
一
因
領
土
主
格
の
観
念
さ
相
容
れ
。
さ
る
も
の
な
る
事
を
指
示
し
て
居
る
(
上
掲
五
四
頁
以
下
)
バ
ー
タ
シ
の
主
張
す
る
所
に
依
れ
ば
、
一
図
々
際
引
弘
法
が
属
人
法
に
闘
し
定
な
る
所
は
其
の
図
の
内
部
的
性
質
さ
密
接
な
る
関
係
を
有
す
る
。
例
之
中
央
集
権
的
聯
邦
制
度
の
図
に
於
て
は
白
図
人
の
能
力
の
準
按
法
に
付
き
で
は
本
国
治
主
義
に
従
ム
ケ
可
ざ
す
可
く
、
反
之
地
方
分
権
的
聯
邦
制
度
の
図
に
於
て
は
住
所
地
法
主
義
に
従
ひ
他
図
を
も
之
に
挨
ら
し
め
ん
事
を
期
す
る
の
で
あ
る
。
此
の
放
に
之
等
閑
際
私
治
的
規
定
は
本
来
私
法
に
あ
ら
す
し
て
一
公
法
に
属
す
る
。
之
等
の
規
定
は
一
国
主
権
の
理
想
念
表
示
す
る
も
の
で
あ
。
e
Q
 
之
等
の
規
定
は
裁
剣
官
じ
調
し
其
の
職
務
格
間
以
の
範
図
。
ぜ
一
不
す
も
の
で
あ
っ
て
私
法
の
如
く
'
如
何
に
し
て
其
の
職
務
念
行
ふ
可
き
ゃ
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
之
等
の
規
定
は
裁
剣
作
用
の
物
陸
を
決
定
す
る
に
あ
ら
や
J
し
て
其
の
限
芥
ぞ
定
な
る
も
の
な
の
で
英
国
々
際
忍
法
に
於
げ
る
反
政
担
論
八
商
業
主
経
済
入
品
川
り
4
0
0
従
て
甲
闘
が
反
致
理
論
を
受
理
す
る
事
に
よ
り
白
図
裁
剣
官
を
し
て
乙
図
人
民
の
結
局
に
自
図
々
際
私
法
的
規
定
に
伏
ふ
る
に
乙
図
々
際
私
法
的
規
定
台
以
て
せ
し
む
る
事
は
則
ち
甲
図
が
右
乙
園
人
を
し
て
白
図
一
公
法
の
支
配
に
服
せ
し
め
.
ざ
る
事
を
意
味
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
新
る
場
合
に
於
て
は
乙
図
人
は
甲
図
の
領
土
内
に
於
て
而
も
甲
図
裁
剣
所
に
於
て
猶
ほ
乙
閣
の
一
公
法
の
迎
用
を
受
く
る
の
で
あ
る
。
約
言
す
れ
ば
甲
閤
は
乙
園
人
の
匁
に
治
外
活
様
を
擬
制
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
七
四
年
一
二
月
二
七
日
瑞
西
聯
邦
治
三
七
俊
五
六
係
、
各
困
代
表
者
が
反
致
を
是
認
せ
る
一
入
一
入
九
四
年
和
関
海
牙
に
於
て
議
定
せ
る
婚
姻
に
関
す
る
規
定
並
に
濁
逸
民
法
施
行
治
二
七
僚
の
三
者
は
何
れ
も
裁
剣
官
守
し
て
上
越
の
擬
制
的
治
外
法
権
を
遁
用
せ
し
め
ん
さ
す
る
理
論
の
上
に
立
つ
も
の
で
あ
っ
て
従
っ
て
又
領
土
主
権
の
観
念
に
よ
り
粉
砕
さ
れ
ま
る
可
か
ら
ぎ
る
制
度
な
の
で
あ
る
。
2
、
グ
イ
ジ
1
3
反
致
問
題
に
閲
す
る
グ
イ
γ
!
の
見
解
は
彼
の
著
書
上
掲
一
三
版
六
頁
七
頁
入
O
頁
乃
至
入
二
頁
七
七
一
頁
乃
至
七
八
一
頁
並
に
四
二
二
頁
四
二
三
頁
五
二
O
頁
五
五
二
頁
七
一
六
頁
に
記
載
さ
れ
て
あ
る
が
、
夫
れ
は
凡
て
英
泌
が
反
致
を
是
認
す
る
や
否
や
の
賂
に
閲
す
る
も
の
》
み
で
反
致
理
論
却
も
他
図
の
園
際
私
法
的
規
定
を
顧
慮
す
る
一
半
の
可
否
に
関
す
る
根
本
論
は
何
庭
に
も
之
を
後
見
す
る
ぞ
待
な
い
。
問
題
を
特
に
論
じ
た
る
上
掲
七
七
一
頁
以
下
所
載
彼
は
彼
が
反
致
冨
2
口一口問。で
u
H
h
p
J〈
O
「
m
w
S
E
E
-
3
3
2己
己
目
(
】
C
の
E
2
0
0
町
吾
の
同
仰
の
ロ
〈
O
円
・
さ
題
す
る
論
文
の
序
論
に
於
て
す
ら
、
本
篇
の
第
の
目
的
は
沙
外
事
件
に
趨
用
せ
ら
る
可
き
二
図
の
法
律
」
な
る
語
に
謝
し
英
図
裁
剣
所
の
附
す
る
意
義
に
付
き
英
国
裁
剣
所
は
寅
質
上
反
致
理
論
争
』
認
む
る
も
の
な
る
事
を
主
張
せ
ん
ご
す
る
に
存
し
も
第
二
の
目
的
は
此
の
反
致
理
論
が
英
国
裁
剣
所
に
よ
り
特
定
の
事
件
に
趨
用
さ
れ
得
可
く
一
九
況
に
一
般
的
に
い
適
用
せ
ら
る
〉
方
注
訟
指
示
せ
ん
さ
す
る
に
在
る
。
英
図
裁
剣
所
が
反
致
理
論
ケ
是
認
し
て
居
る
事
が
賢
明
な
り
や
否
や
論
理
に
趨
ふ
や
否
や
は
本
篇
の
閲
す
る
所
で
は
な
い
さ
逃
ぺ
て
居
る
の
で
あ
る
。
併
し
、
乍
ら
彼
が
上
掲
七
七
入
頁
に
於
て
英
国
々
際
私
法
が
死
者
の
勤
産
相
続
の
準
波
法
ご
し
て
指
示
す
る
死
者
の
住
所
地
泌
さ
は
其
の
住
所
地
の
一
切
の
法
律
を
指
し
従
て
住
所
地
の
図
際
私
法
を
も
合
む
さ
解
す
る
さ
き
は
事
件
は
永
遠
に
英
図
裁
剣
所
ご
住
所
地
裁
剣
所
間
に
往
復
す
る
の
み
に
て
所
詔
治
律
上
の
追
加
初
子
遊
び
ケ
生
じ
事
件
は
解
決
せ
ら
る
〉
の
期
な
き
に
至
る
可
し
ご
の
批
難
合
掲
記
し
之
に
お
し
、
此
の
巧
妙
な
る
三
百
代
言
式
僻
論
は
英
国
裁
剣
所
の
な
す
可
き
所
は
事
質
問
題
ざ
し
て
英
国
々
際
忍
法
に
於
げ
る
反
致
理
論
入
商
哉
さ
経
狩
八
四
死
者
の
遺
し
た
る
動
産
に
関
す
る
住
所
地
の
注
件
。
ぜ
調
査
確
知
し
然
る
後
住
所
地
の
裁
剣
所
に
於
て
住
所
地
の
裁
剣
官
が
な
す
さ
同
一
の
剣
決
を
下
す
に
在
ι
事
を
考
慮
せ
ざ
b
し
に
基
く
さ
設
い
て
居
る
に
徴
す
れ
ば
彼
が
反
致
理
論
を
以
て
理
論
上
認
む
可
か
ら
ぎ
る
も
の
さ
せ
る
に
あ
ら
、
ざ
る
事
は
推
断
し
て
設
b
な
い
様
で
あ
る
。
、
h
V
3
町ヒ
.
A
I
ト
ヒ
バ
l
ト
は
英
著
上
掲
図
際
私
法
序
A
一
一
日
二
九
頁
以
下
に
於
て
次
の
如
き
迎
白
の
下
に
反
致
迎
論
を
非
な
b
ご
す
る
彼
の
主
肢
を
明
に
し
て
居
る
。
彼
は
先
づ
反
致
理
論
の
概
念
に
付
き
述
ぺ
て
臼
く
、
反
致
理
論
の
支
持
者
は
一
悶
の
治
体
を
分
っ
て
仰
内
部
活
H
D
円。2
5
二
日
〈
印
ち
図
内
治
-w
よ
り
図
際
私
治
的
規
定
営
除
き
た
る
一
明
の
注
律
問
門
外
部
治
p
h
H
2
5二
雪
印
ち
図
際
私
法
、、、
的
規
定
の
こ
さ
し
、
一
図
の
外
部
訟
上
特
定
の
事
件
に
就
き
他
国
治
ケ
泡
用
す
可
き
旨
の
規
定
あ
る
場
合
に
於
て
は
共
の
所
謂
他
図
泌
さ
は
蛍
該
他
図
の
一
切
の
注
律
令
-
指
し
従
て
其
の
他
図
の
外
部
法
を
も
合
な
ご
主
践
す
る
。
而
も
反
致
理
論
の
反
説
者
は
右
の
場
合
に
所
謂
他
国
泌
さ
は
右
他
図
の
内
部
法
の
み
を
指
務
す
る
も
の
ご
な
す
の
で
あ
る
一
エ
々
。
彼
は
次
に
反
致
理
論
な
る
も
の
ケ
肯
定
し
符
ぎ
る
理
由
じ
付
き
左
の
如
く
説
い
て
居
る
。
-
、
反
致
理
論
は
不
令
迎
な
る
結
果
を
生
子
る
。
例
之
ー
、
特
定
の
事
件
に
付
き
決
廷
地
法
は
其
の
解
決
は
蛍
事
者
の
住
所
地
法
の
定
む
る
所
に
採
る
可
き
も
の
さ
定
め
た
る
場
合
に
於
て
、
判
官
事
者
の
住
所
図
さ
共
の
本
閣
さ
は
異
b
例
而
も
住
所
地
法
は
蛍
該
事
件
の
趨
用
法
選
捧
の
標
準
ざ
し
て
静
岡
事
者
の
図
籍
を
指
定
せ
る
に
本
図
注
は
反
っ
て
住
所
ケ
之
が
標
準
さ
せ
る
ご
き
は
、
所
謂
反
致
理
論
に
よ
れ
ば
法
廷
地
法
が
蛍
該
事
件
の
準
波
法
ご
し
て
選
探
せ
る
曾
事
者
の
住
所
地
法
さ
は
其
の
住
所
図
の
一
切
の
訟
枠
従
て
其
の
図
の
外
部
注
を
も
合
む
結
果
注
し
て
蛍
該
事
件
の
解
決
は
蛍
事
者
の
本
図
注
に
按
る
可
く
、
而
も
其
の
所
謂
本
図
法
さ
は
北
(
の
図
の
一
切
の
治
律
従
て
又
共
の
外
部
法
T
4
0
合
む
結
果
さ
し
て
之
が
解
決
は
又
其
の
住
所
地
注
に
議
ら
る
、
事
ざ
な
っ
て
絡
に
共
の
蹄
著
貼
を
見
出
し
符
ゴ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
日
、
蛍
事
者
が
法
廷
地
図
に
住
所
を
有
す
る
場
合
に
於
て
、
蛍
該
事
件
の
準
挨
訟
に
附
き
法
6
 
廷
地
訟
は
本
図
、
法
主
義
を
採
用
し
.
本
図
訟
は
住
所
地
治
主
義
に
挨
れ
る
さ
き
亦
循
環
論
に
陥
h
J
て
解
決
不
能
の
結
果
ケ
見
る
の
で
あ
る
。
日
、
反
致
理
論
訟
擁
護
す
る
者
は
第
二
の
送
致
な
一
夜
設
致
図
の
内
部
法
に
濁
す
る
送
致
に
限
ら
ん
ざ
す
る
。
法
律
の
街
突
を
防
止
す
る
も
の
さ
し
て
便
利
な
る
設
で
は
あ
る
が
其
の
英
国
々
際
私
法
ロ
於
げ
る
反
政
組
前
入
豆
商
議
さ
経
湾
入ムハ
非
論
理
的
な
る
事
は
勿
論
で
あ
る
。
蓋
し
第
の
送
致
の
み
が
全
治
律
へ
の
送
致
を
意
味
し
第
二
の
詮
致
は
内
部
治
へ
の
設
致
で
あ
る
さ
な
す
可
き
何
等
の
理
由
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
国
よ
b
此
の
場
令
に
蛍
事
者
の
本
因
注
は
其
の
住
所
地
泌
を
指
定
す
る
事
に
よ
っ
て
任
意
に
白
園
人
民
を
住
所
図
の
注
律
に
従
は
し
め
ん
ざ
す
る
の
怠
忠
を
表
示
し
た
の
で
あ
る
か
ら
此
の
怠
思
に
従
っ
て
住
所
図
の
内
部
法
に
挨
ら
し
む
可
き
で
あ
る
ご
主
張
す
る
事
も
出
来
ゃ
う
が
、
然
ら
ば
住
所
関
亦
其
の
自
由
意
思
に
基
づ
き
蛍
事
者
を
其
の
本
図
法
に
従
は
し
め
ん
ざ
す
る
事
に
よ
っ
て
之
に
白
園
内
部
泌
を
適
用
す
る
の
意
思
を
拠
菜
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
蛍
事
者
の
本
図
の
内
部
法
ぞ
趨
用
す
可
き
で
あ
る
さ
も
議
論
し
得
る
の
で
あ
る
。
班
、
又
此
の
送
致
制
限
主
義
を
以
て
す
る
反
致
理
論
は
注
廷
地
を
具
に
す
る
に
従
っ
て
常
に
共
の
剣
決
。
γ
異
に
す
る
の
結
果
を
来
す
。
例
之
、
遺
産
分
割
の
準
採
法
に
付
き
住
所
地
法
主
義
を
採
用
せ
る
図
の
人
民
が
本
国
治
主
義
ケ
採
用
せ
る
図
に
住
所
を
有
し
此
庭
に
て
死
己
し
た
る
場
合
に
於
て
、
ー
、
其
の
遺
産
分
割
に
閲
す
る
訴
訟
が
住
所
地
に
於
て
提
起
せ
ら
れ
た
る
三
き
は
、
第
一
の
送
致
は
本
因
法
の
会
躍
に
濁
し
、
第
二
の
注
致
は
住
所
図
の
内
部
法
に
お
し
行
は
れ
、
結
局
住
所
園
の
内
部
泌
が
本
件
の
準
波
法
ご
な
る
の
で
あ
る
。
日
、
然
る
に
若
し
本
件
が
死
者
の
本
図
法
に
提
起
せ
ら
る
〉
ご
さ
は
、
第
一
の
送
致
は
住
所
地
法
の
金
位
に
釣
し
、
第
二
の
送
致
は
本
因
の
内
部
法
に
濁
し
行
は
る
〉
が
放
に
本
国
の
内
部
法
が
本
件
の
準
波
法
た
る
に
至
る
。
4
、
ク
エ
ス
ト
ν
I
キ
ク
エ
九
ト
V
1
キ
は
其
著
上
掲
五
版
二
五
頁
乃
至
四
ニ
頁
に
於
て
特
に
反
致
問
題
を
取
扱
っ
て
居
る
が
、
彼
は
反
致
理
論
を
是
な
り
ざ
し
て
居
る
。
gp 
ち
彼
は
、
ー
、
一
因
の
法
律
は
内
部
漆
H
D
円。コ百二
2ω
さ
園
際
私
治
的
規
定
H
N
己
g
え
可
・
H
-
H
t
・
の
二
種
よ
b
構
成
せ
ら
る
さ
し
口
、
所
謂
反
致
さ
は
特
定
の
事
件
に
他
図
泌
を
、
適
用
す
可
し
さ
す
る
図
際
私
法
的
規
定
は
裁
剣
官
に
制
到
し
共
の
指
定
他
闘
の
一
切
の
法
律
を
通
用
す
可
く
命
十
る
も
の
さ
解
す
る
児
解
な
b
さ
説
明
し
旧
、
併
し
乍
ら
此
の
理
論
争
』
貫
徹
す
る
さ
き
は
甲
図
々
際
私
法
は
特
定
の
事
件
に
適
用
す
可
き
法
律
ご
し
て
乙
図
の
図
際
私
訟
を
も
包
合
す
る
会
法
律
令
』
指
定
し
而
も
乙
図
の
図
際
私
法
は
又
蛍
然
に
甲
闘
の
全
治
律
を
指
定
す
る
事
ざ
な
っ
て
際
限
な
き
循
環
に
英
図
々
際
忍
法
に
於
げ
る
反
致
理
論
八
七
商
業
主
経
済
八
入
陥
り
途
に
蹄
給
す
る
所
な
き
事
さ
な
る
が
故
に
反
一
致
理
論
の
趨
用
に
蛍
つ
て
は
買
際
上
何
等
か
の
手
段
を
議
体
二
、
C
る
可
ら
ゴ
る
は
勿
論
で
あ
っ
て
反
致
理
論
を
是
認
す
る
者
さ
雄
亦
常
に
反
致
の
範
国
営
制
限
し
て
居
る
の
で
あ
る
三
論
じ
(
以
上
上
掲
三
一
一
兵
)
m、
余
は
外
図
、
法
に
送
致
す
る
旨
の
図
際
私
治
的
規
定
は
営
然
一
定
の
制
限
の
下
に
右
外
図
の
一
切
の
漆
倖
じ
送
致
せ
る
も
の
ご
解
す
る
訟
以
て
保
理
に
人
口
す
る
も
の
吉
信
字
。
一
定
の
制
限
ぞ
認
む
る
は
蓋
し
若
し
此
の
制
限
を
附
せ
子
ん
ば
其
に
右
他
図
泌
を
趨
用
し
た
る
事
さ
な
ら
.
さ
る
が
怨
で
あ
る
さ
迷
ぺ
て
居
る
の
で
あ
る
。
(
上
掲
四
二
頁
)
ハ
未
完
〉
